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谦

簾

_
鑛
至
_

_

_
ル
掘
谏
藤
^

^

^
灣
^

^

^

^

末̂
ゃ
—

祀
^

—

設
劬 

淡
H

を
起
观
と
し
、
聚
ず1

秩
存
建
設
、
大
東
！̂
共--
^

圈
<
毫

の

主

張

が
_

的

讓

に

患
#
1
1し
た
今
_
大

観

.直
俞

、h 
.
• 

V

 

•

.

.

.

.

' 

- 

.

'

”
i 

: 

'
k*

,ま
ー
の
綁
間
。
酈
は
ぐ
大
策
蓝
政
擎
の
胎
動
綁
に
貴
る
。

.

,

.

J 

、

、
，
第
六
期=

大m:=3

政
笟
の
推
議
。.火
取
與
戰
爭
の
遂
行
下，
' 

-‘

新

來

碑

織

設

の

、
具

體

肘

±
作
を
進
、怂
つ
く.あ
る
！現
段
階
。.、.ン

■:
■
■■
:.
.

桊
よ
り
1̂
.
史
0

流
れ
は
®

的
な
波
動
ー
に
_終
始
す.る
。
前
段
階
は
後
段
喈
の
地
盤
と
な
り
ハ
後
段
階
は
前
段
階
め
成
果
の

^

S

0

.

O
 

.
K
-

の
意
味
.に^

い
て
、
>
前
^

0

期
別
_
ヰ
一
貫
せ
‘>る
歷
货
の
M

:
れ
m

沿
ふ
も
の
に
外
な
ら
ず
、
又
こ
の
近
代
日
本
の
發
達
史
も
、
，そ
の
多 

<

-

の
素
材
を
'
ョ
，
リ
前
期
に
俟
，つ

0

し
か-
し
乍.
ら
-、
現

段

階

，に
，
お
け
る
對
外
薇
展
活
働
の
歷
炎
的
极
據
を
来

.め
、る
：
に
，際

し

て

反

、

そ
の
敗 

.發
&

を

明

治»

持
.
に
燈
ス̂

を
以
て>
,
通

說

，
と

見

，ブ

兹

支

な

，
い

。

,

、
‘ - 

,
'
• 

:

' 

\ぃ
、
，\:
-

■
' 

、
 

':
1

救
'土
ゐ1

,

を
設
け.
る
と.
は
言.
.へ
> 

h

•
.
の
•
金
期
間̂

瑯
じ

て

、

日
本
，の
對
外
發
展
活
動
が

^

s

に
阈
內
.

g

政
治
的
t

經
濟
的
發
達
程
度 

-

の
向
A

C

近
代
化
過
程
の
.促
進)

—

®.

力
め
充
w

t

恶
礎
と
す
i

 

P

で
•
あ
る
事
’
は
、
共
通
.
の
性
質
で
，あ

る

。

又

霧

當

韵

が

A

わ
歐

發
展
沽
動
が
特
殊
-
の
様
相
を̂

呈

し

た

と
い
ふ
事
見
？
各

段

階

を

贷

^

い
て.見
受
け
ら
れ
；る

所

で

於

る

,0
,

:

、
リ
：

’

「

;

.た
A

日
本̂

立
場
ょ
り
見
、て
、
、對

.̂
^

^

、就
中
對
斯
瓸
#

歡
澉

營

，の
^

_

に
關
.
し「

で

は
:'
'

こ 
>の
間
に
發
M

的
れ
轉
換
が
遂
‘げ
，ら
れ
だ 

*:

を
見
逃
じ
て
-
は
な
ら
な
.
い
0

そ
の
*
,
•ク
は
當
#

の
守
勢
的
地
位
ょ
め
、〗

火
睦
政
敗
樣
用
か
通
じ
て
の
先
進
列
.
强
に
，對
す
る

對

抗

的

.地 

位
.
へ
の
繼
展
で
‘
あ
1

■

そ
；の
：

一

ー.は
ぎ
扰
的
.
地
位
に
；お
け
る
餞
當
#

間
|:
-

&

た
«

の
ム
近
乎
に
^

け
，る
、指
導
肿
地
位
へ

)

の
向.上
で
?-

る
0 

.
、-
前
述
期
別
の
第
一
期
は
、\
暫
ら
く
は
守
勢
的
地
位
に
甘
ん
.̂

つ
、
も
、
.
急
速
に
對
抗
的
意
關
を
强
め
來
た
り
、
そ
の
具
體
化
に
问
つ 

.て
：
の
エ
作
を
開
始
し

-た
期
問
に
當
る
:9

第H

期
^

お
-̂

て
對
抗
的.地
位
.
'へ
ハ
の
進
展
が
成
就
せ
ら
れ
、

.
’
第1

>
1

期
及
队
第
卧
赃
は
、
紙
#

の 

期
間
で
あ
る
v

m

五
期
■
に
至
つ
' 

て
•
始
.
め
，.て
指
簿
的
她
位
、へ.
の.
•上
昇
が
端
緖
m'

つ
ぎ
、.
散
ざ
期
を
'迎
s

r

そ
れ
は
將
に
職
進
の
；
機

®-
に 

.
あ
を
。
夭
東
商
軟
爭
の
邃
行
：は
、
取
り
^

直
各
ず
大
東
亜
に
お
け
る
相
導
的
地
位
の
^

立
過f

に
外
な
ら
な
，い
。
そ
し
て
そ
れ
が
又
同 

.

大
S

政

怒
■

.

的

難
- 

• 

•

2

,

七
七)



大
衆
驵
政.饿
'の
..絲

濟

的

課

題
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>

時
に
大
苽

M

政
策
の
發
展
を
導
く
も
の
で
れ
る
。 

.

.— 

‘ 

■

.
い
づ
れ
.に
し
て
'
 
前
徙
紀
中
葉
*
歐
米
先
進
諸
國
の
東
亜
に
對
す
る
皆
略
活
動
^

腹
而
し
て
、
欣
然
.開
國
の
途
を
選
ん
だ
日
本
が
、 

ょ
べ一
世
紀
足
ら
す
の
間
に
、
東
驵
に
お
け
ふ
指
導
的
國
家
た
る
態
勢
を
整
ぺ
來
つ
た
事
は
*
世
界
史
上
の
驚
異
で
.な
け
れ
ば
な
'
'ら
な

.

-

>

.

o
-

:'
, 

. 

. 

. 

. 

. 

- 

. 

- 

- 

. 

- 

' 
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.
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. 
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. 

.
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.

. 

-

.

.

.
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- 
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.

明
治
維
新
を
轉
機
と
し
て
、
H
本
の
國
カ
は
躍
進
的
發
展
の
過
程
へ
と
踏
み
入
れ
た
f
諸
外
國
勢
力
の
壓
捧
に
％
し
つ
、
、
近
代
國 

.家
と
し
て
の
成
育
を
計
る
た
め
に
は
、
政
治
的
統
一
化
と
共
に
、
乳
内
•經
濟
の
盤
備
が
緊
要
で
あ
つ
た
。
特
にM

家

妳

獨

立

，
の
：保

#
に
. 

■

っ
^
は
、
：：；ぼ
の
充
窻
名
そ
最
戈
の
急
務
：で
场
.っ
'

^
譽
國
强
兵
>靈

觀

業

』

 ̂

た
る
努
ヵ
が
開
始
せ
レ
れ
た
。 

國
家
に
ょ
る
强
カ
及
育
成
政
策
の
卞
に
、
軍
需
エ
業
を
中
心
と
す
る
近
代
的
エ
業
の
發
達
®

^
は
、
そ
の
主
軸
を
^

^
し
た
0
か
く
し
：
 

て
僅
々
.二
十
數
年
の
間
に
'
兎
も
角
近
代
國
家
と
し
て
の
r
應
の
體
制
を
盤
へ
得
た
の
で
あ
.るo 

.

:
そ
.の
；間
;'

對
外
的
ゆ
は
當
初
瞥
;:
:

<

6間
、
€

の
：國
ヵ
^。鼕
^

總
す
る
の
外
は
な
か
つ
た
0$

に
北
'に
、
邊
境
の
防
備
强
化
が
、
爲
し
得
.桑
髙
の
も
が
で
あ
つ
た
。

.

歐
來
先
進
國
の
走
哪
大
'陸
に
對
す
名
.侵

略

的

，游

動
.の
：
精

極.化

：は̂̂
^

む
る
に
至
つ
た
。
こ
の
事
實
が
'、
早
く
も
明
治
十
年
前
後
ょ
り
、
日
本
の
朝
鮮
に
對
す
る
關
心
を
し
て
深
か
ら
し
：め
石
効
果
を
も
0
た
0 

西
南
戰
爭
を
め
ぐ
る
國
杓
の
政
治
的
軋
礫
は
、
^

の
最
初
の
現
は
れ
で
あ
分
た
。 

■

.
;當
時
の
朝
鮮
は
、
.淸
爾
の
勢
力
：下
:̂
:̂
つ
た
と
；言
：ふ
も
の
：V
、
.史
规
大
.陸
に
弛
盤
を
植
付
け
^

歐
來
先
進
諸
國
の
觸
，手
は
、
ビ
の
地 

に
も
仲
び
ん
と
:̂
た
0
大
睦
ょ
,|
)
更
に
.策
漸
ん
せ
と
.す
る
ネ
ギ
リ
'ス
の
勢
カ
；̂

滿
洲
.ょ
，り
南
下
を
策
す
る
m
シ
ア
■の
#

^j 
士
、
.漸
：
 

く
對
立
§:度
を
增
し
0;
、
ぁ
っ
た
加
忙
窺
は
也
石
<0
-'
:

'

,

.
J:
.
'.
.

パ

：
..
.

:

.

.
ニ
度
朝
鮮
に
し
て
•
;
こ
れ
ら
列
强
中
の
い
づ
れ
か
一
國

S
®

領
と
化
さ
ん
か
;'
'

日
本
の
受
く
べ
き
- #
威

は

甚

大

な

ら

ざ
る
を
''
#

な
か

.つ
た
。
'■
政
治
的
^
ば
國
家
的
獨
立
保
全
に
：對
す
る
童
大
な
る
危
機
：と
し
^
感
淹
ら
れ
た
.。"
.
.
枕
經
濟
«

^

へ'た
纖
維
工
業 

.

.製
品
の
海
外
進
出
の
阻
紅
が
顧
念
せ
ら
れ
た
0
0-
.本
と
し
て
は
.全
.ガ
^
^
^ ̂

し
^
7̂
0.
障
碍
：̂'
:
棑
除
す
べ
.き
で
4

つ
た
0
..'

•

朝
鮮
問
題
(0
解
決
|

こ
れ
こ
そ
當
時
.の
日
本
;̂
と
つ
.て
.基
本
的
要
求
で
あ
.タ
た
0
:そ
1>
::
^
叉
そ
.の
^
め
.に
：こ
そ
、
ぃ
擧
國
的
な
努
力
'
 

■"
を
以
：て
‘
.日
-*
#
日
餺
2-
1大
敏
爭
を
敢
行
し
羚
の
セ
ぁ
ぎ
。.：と
め
：過
程
を
通
じ
て
"
.：日
本
の
大
.陸
政
策
は
着
實
：に
：形
成
せ
も
れ
、
さ
ら

に
進
展
の
機
運
に
惠
ま
れ
た
。 

- 

日
淸
戰
筚
の
勝
利
は
、
先
づ
朝
鮮
に
*
け
る
對
抗
的
地
盤
獲
:#
の
成
功
を
も
た
ら
し
た
。
次
い
で
H
露
勝
等
の
勝
利
は
"
朝
鮮
を足

；. 

場
と
し
て
、
大
，陸
へ
の
進
出
態
勢
の
促
進
を
導
い
た
。
职
洽
四
十
.三
年
の
日
韓
併
合
は
、
日
本
の
對
外
活
動
に
と
つ
.て
、ハ
第1

欢
的
目

, 

'的
：の
象
成^

意
.妹
し
'
た
。-
: V...

'

.

八
 

一？

ン

フ

:

齡

''
-
.、」

'
.
:
:
ン
,-
-:

^
^ ̂

ッ；

'
.
.
. 

‘

と
、
に
お
い
て
大
陸
政
策
は
、
躍
進
期
を
迎
■へ
た
^
そ
；
の
：後

歐

洲

大

謙

中

^
お
：け

岑

列

强

激

カ
0
東

龃

ょ

ゃ

：の
，
後

退

»-
乘

,&
て
、

«
 

':
:
;パ
/̂
-
に
支
¥

,
お
に
”

_
ゆ
き
洋
方
面
疫
ぃ
日
^

强
.̂
'
カ
-の
间
復
、
殊
に
新
興
ア
メ
リ
カ
■の
擡
頭
は
、
所
謂
、ヴ
ヱ
ル
サ
'イ
ユ
H
ワ
シ
ン
ト
ン
體
制
の
設
立
を
軸
と
し
，て
、
東
蓝
に
お
け
る

.
•
•
•
•
/ 

V
 

■ 
■ 

■

.

日
本
の
地
位
を
、
制
約
す
る
にg

著
な
效
搌
を
擧
げ
允
。

.

.

.

•
 

■ 

■

八
へ
':
.
:::
'
:
-
:
*
^
恐

配

叹

進

^
と
^

ロ
ー
タ
ク
化
衝
動
の
ー
傲
播
い
勹
凝
奪
る

&

と
っ
裤
魏
が
^
國
じ
^
對
立
關

し
て
再
び
泥
亂
の
淵
浓
險
れ
た
。
.ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
ヴH.

ル
，サ
イfi.

條
約
の
打
破
を
目
指
し
て
、
ド
•イ
ツ
及
び
.イ
ク
リ
ー
の
橫 

國
旳
炎
勢
が
展
開
さ
れ
た
。
東
瓶
に
お
'\
^
て
は
、
專
ら
ワ
シ
‘ン
.ト
ン
體
制
.の
棄
却
を
目
標
と
.し
て
ハ
孔
本
，の
奮
起
が
誘
致
せ
ら
れ
た
.° 

ハ
づ
れ
も
夫
々
の
國
家
的
•
民
族
的
坐
活
圈
確
保
の
要
請
を
极
底
と
す
る
點
に
お
い
そ
、
軸
を
一
に
す
る
。
又
そ
れ
だ
け
に
.こ
の
運
動
の 

大
m
J]
!
l政
策
の
鸫
濟
的
，

p

題

. 

七

’ 

(
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七
九)



,
犬
取
fi
l
l政
浓
.の
_經

濟

怕

屋
■ 

a
- 

.(.1

八
0)

、

:性

質

两

祖

め

：文

强

治

的

發

實

■

動

^

た

げ

.

, 

r 

> ' 

-

 

- 

- 

* 

'

日
本
に
關
す
る
，取
り
、
滿
洲
溥
變
の
遂
行
は
、
國
ヵ
維
持
を
保
證
す
る

6
共
に
' 
東
亜
に
お
け
る
平
和
機
糨
の
確
立
を
導
く
所
以
で

二
：
寒

：
露

：

_

_

襄

_

_

1

樣

奮

聰

麝

暑
_

_

勤

ぁ
1

麻

_

嚴

の
；
_

、
”

の
鈴
成
に
よ
り
、
烺
蓝
に
お
け
る
日
本
の
地
位
は
確
宛
化
さ
れ
た
>
虎
ら
れ
る
。
 

•

さ
ら
に
，支
那
祺
變
の
開
始
と
長
期

.化

、
そ
の
間
に
お
け
る

媸

設

的

態

度

、の
表
明
に
、よ

つ

て

、

：=
本

は

來

亜

に

お

げ

石

指

導

國

た

る

立 

.
場

べ

と̂

遞
的
^

乘
り
出
し
た
。
、來
駔
匕
お
け
る
新
秧
序
の
建
設
が
、
.
日
本
の
進
む
ベ
:̂

冃
標
と
，定
め
ら
れ
た
'0
_

變
P1
進
展
に
伴
つ 

>

;

對
象
領
域
も
北
支
.よ
り
中
.

$

へ
}

熵
大
し
ノ
さ
ら
に
、第
ニ
次
歐
洲
戰
爭
の
進
般
は
；；
日
本
の
關
心
を
し
て
南
方
領
減
に
ま
で

へ
«
§
^
:'
^
漏

：_

.-
\
:
_
薩

敏

策
§
雅
谁
_
.
^
_

^ .
重
：暴

漁
_

_

-'
_

_
兔
背
景
.秦
1-
1

.;
:

.
^

^
榮
^

一：̂

舴

慕
#

葡

め
^

簡
資
^

^

滿
-

吏

愈

職

撕

細

鐵

し

參
’

縣

ぐ

辙

访

顯

が

の

振

携

を

含

む

'̂
;

^

-

つ
灸
0 

: 

\

 

.
-, •

. 

. 

-
• 

:

 

' 

,、
 

. 

/

’

か
く
し
て
，從
來
の
北
方
巾
心
の
；

K

睦
政
策
に
關
し
A

、
當
然
そ
.
の
、意
義
內
容
れ
獷
大
的
發
展
が
求
め
ら
れ
た
。
現
實
に
っ
い
て
、
從 

,

來
-0

北
方
;̂

び
に
#

方
兩
政
策
を
包
含
し
て
の
、、
對
外
的
發
促
の
方
问
が
明
示
せ
ら
れ
た
0

そ
‘れ
を
擴
大
し
た
意
味
で
の
大
陸
政
策
と 

-

艸

ぶ

事

も

可

能

で

，ぁ
っ
た
。
：
し
か
し

1

密

に

は

、t

れ
，を興

：；

5
1
政
策
と#

ぶ
.
の
，
が

瀰

切

と

考
へ
ら
汍
カ

0,
即

ち

對

外

活

動
の
栽
木
的
動 

向
が
、
最
湖
の
守
勢
的
地
位
よ
り
對
抗
的
地
位
を
^

て
、
傲
德
的
地
位
に
乘
文
れ
る
に
及
ん
で
、
政
策
自
馏
の
內
容
も
1

ョ
リ
適
確 

に
は
大
陸
政
策
よ
り
興
瓯
政
策
へ
と
進
展
し
た
の
で
ぁ
る
。

，
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、

.

■ 
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..へ
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-
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-
、
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圓

■
-
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.

.

遍

讓

_

_

■

蓮

識

豪

掘

開
_

少
_

蓮

き
_

證

_

遍

^

_
の
_

.

益
‘
を
保
有
-.
^

-
る
歐
米
;̂

進
諸
國
、
就
中
米
英
の
神
經
I

著
し
く
刺
.戟

し

た

。

日

本

Q

平

和

的

意

關

す

る

數

次

Q

翳

乃

至

は

♦

.具

體

的

努

，カ
：

.に

.も
拘
ら
ず
、'彼
等
呔
几
.ゅ
る
手
段
を
講
じ
、て
奶
密
，の
擧
に
出
で
た
。
加
之
、
重
慶
政
權
を
操
縱
し
、
南
方
諸
邦
を
使
嗾 

し
て
.、
セ
本
.の
.國
家
的
生
命
權
を
さ
へ.斷

た

ん

、と
し
'炎

プ

かA
る
狀
態
，
は

：
，
最

平

默

視

し

-#
尨

か

つ

た

け

す

で

に

琨

陴

の

指

導

顶

と

じ 

ノ
 

饪
讲
#
擊

：惠
v
、
>
_a:
於
存
^
を
许
ヵ
:'
:
>»:
せ
^
靈

ゐ

：安
定
を
計
る.た
め
ビ
^

4

■な
き
に
菡
0
た
--
-
0か
く
し
て
米
英
に
對
す
る
膺
懲
の
鐵
槌
％
振4
上
げ
ら
れ
た
。
；
'
、
，
.
■
.
:

■;
: 

■ 

• 

•
:
.

\
ぃ
.，豪

聽

％

 

§靜

寒

^
的
棟
"*;
:

»'

4
象
で
：塞

く
»

英

奮

懸

あ

名
4
务
办
贫
樹
'の
1
標
逐
明

:
m
.姐
共
榮
圈
■塞
而
的
な
實
现
.に
あ
る
ノ
玆
に
興.迪
-政
菜
と
呼
ぶ
ょ
り
は
、■遙
か
に
廣
、#
な
範
圍
占
内
容
を
も.つ
犬
.

$
3

政
策
の
推
進
. 

，
が
-求
め
'ら
办
る
。
 

：

-

-

广

：

'
' 

\

'"-
缺

■
法
れ
自
■
^
准
格
如
粢
亞
諸
民
族_の
：解

放

戰

た

：り

、

_

廉
：蓝
：
呤

建

設

戰

龙

^

‘，#

&
の
売
遂
を
通
じ■て

こ
.-
?
:
.,
、
來
亜
に
.お
け
る
.日
本
の
指
簿
.的
地
位
：̂

立
^
れ
.、
，そ
れ
K
ょ
、
つ

七

大

東

瓯

政

策

：
の

發

;®
が
鴒
か
，れ
名

に
外
な
ち
な
い
。

.
•
,
. 

.パ

，

-

. 

,
":
•
、/■.

、
 

'.

.

.. 

. -

、
• 

'

V:

と
.の
進
路
^
る
：や
、
實
に
過
去
七
壬
余
年
に
及
ぶ-近
代
日
本
の
歷
-^
的
發
展
の
成
果
-と
し
て
ィ
、決
定
香
れ
，た
も
の
で
：あ
る
事
に
，
•操 

、
く

想

を

到

さ

ね

ば

食

ら

な

い

。

ィ

.:

,

、

パ
.

.

.

ノ

 

. '

>

-.
•-
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.
り

ノ
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パ

.
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:
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;.ー-'
;基

办

倉

數

霖
_

漱
此
魏
％
被

裳

證

：、‘容

賞

：し)

瘡

，顏

|
あ

幕̂
顧

本

養

目

.し
%:
;
如
<
:'
:
>
'
,
第
五
：期

を

取

て

耷

の

齒

顏

_

钇

胎

1|
|
-
:
期
.釭
1
1
^

レ
そ
の
-た
め
.の
，艰
礎
的
地
盤
め
形
成
期
で
：あ
つ
た
と•評
價
し
#
-る
。

、：

く

.

へ

“ 

：
；
.;•
ノ 

; 

:

;
、
7
: 

、,:

大
凍
瓸
政
难
は
、.正
に
叙
上
の
如
身
歷
史
的
背
景
め.上
に
立
づ
，も’の
で
あ
.る
0-
‘ 

'

、

, 

. 

V 

V
，

•
‘ 

. 

• 

■

.
:’

《

：-:
;
yf:
_

^
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大
東
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策
.の
鸫
辨
的
課
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火
苽
菔
政
策
の
經
濟
的
課
題 
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a

八
5

彡 

大
束
3g

政
策
の
發
足
が
、
近
代
日
本
の
發
展
史
上
、
必
然
の
流
れ
に
沿
ふ
も
の
で
耖
る
事
は
、
明
®

と
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
胎
動 

が
叙
上
，の
期
別
の
漱
五
沏
に
始
ま
る
と
す
る
な
ら
ば
"
我
々
は
そ
の
前
後
か
ら
の
日
本
を
め
ぐ
る
内
外
の
情
勢
に
つ
き
、
更
に
深
き
檢 

討
の
眼
を
轉
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な>

5

藍
し
と
の
事
が
、
，今
次
^

^

灯
、
ひ
い
.て
：は
大
東
龃
政
策
採
用
の
、
直
接
的
誘
因
に
闕
す
る
理 

解
に
資
す
る
が
故
で
ぁ
る
。

.

’

.

ゝ

C  

:す

ヤ

：に

第

四

期
£
务
け
る
滿
洲
事
變
：の
遂
行
が
、
.：積
樺
,
歙
大
暾
政
策
再
開0
た
私 

し
た
所
で
ぁ
る
0
時
恰
も
世
坭
は
深
劍
散
る
經
濟
恐
慌.：の
：渦
^.
に
ぁ
-0
:
:な

：：％
れ
を
戈
交
裡
に
打

い
づ
れ
も
呼
聲
の
み
髙
く
し
て
無
爲
に
娘
^

た
。
こ
の
經
濟
的
苦
況
に
對
處
す
を
た
め
^

、
先
づ
.
ィ
果
リ
ろ
に
.
ょ
っ
て
探
ら
れ
た
方
策 

が
、
ブ
ロ
，
ク
經
濟
形
成
の
運
動
で
ぁ
づ
た
。「

そ
れ
は
木
属
^

屯
心
に
、
そ
.
の
全
植
民
地
領
域
を一

;

丸
と
し
、り
そ
の
中
に
お
け
る
靈
：
 

的
通
商
關
係
め
設
定
を
：主
軸
と
し
て
、
ブ
ロ
、
，
ク
け
の
經
濟
的
自
給
性
の
達
成
を
皆
と
.
し
.
た

。
：そ
：の
眼
り
'
第

三

國

に

普

て

は

棑

他
 

的
性
震
き
も
の
で
ぁ
っ
た
• 

:

か
-
*

る
狀
勢
に
當
面
し
て
，
他
の
.諸
國
も
亦
ィ
ギ
|
メ
と
大
同
小
異
の
：方
策
の
下
に
、■
各
々
ブ
ロ
て
グ
終
狭
の

.結
成
_に
着
乎
し
た
0 

ブ
ロ 

V
ク
化
運
動
は
急
速
に
世
界
に
似
播
し
‘
>'
.經

濟

例

國

家

主

義

：が

;#
.界
|

^
の
根
本
原
則
^
!さ
へ
.灰
り
：た
か
に
見
ぇ
た
。：
_;.
-:
.
' 

: 

日
本
も
亦
、■

こ
9
世

界

經

濟

の

趨

勢

：に
.對

應

し

て

;;
'

薪
興
滿
洲
國
と
の)

提
携
の
卞
に
、
日
滿
プ
ド
ッ
：>
經
濟
を
組
織
し
た
0
日
本
か 

^
の
資
本
*
枝
術
め
提
供
に
ょ
.る
滿
洲
國
の
：資

源

璧

：七
い
：ふ
關
聯
を
通
じ
て
、
緊
密
な
る
經
濟
的
紐
帶
の
.結
合
が
企
て
ら
れ
た
0.
效
に 

後

の

大

東

鹿

共

榮

圈

杧

導

く

、
：端

緖

的

形

態

ほ

成

立

し

た

と

見

：ら

れ

'る
。
_''
.

;

r
,
.
'r
-'
\
へ

}
.
'
：

•

'■

ブ
ロ 

•
ク
經
濟
の
本
質
が
如
何
な
る
も
(0
で

ぁ

る

か

把

っ

，
い

て

は

議

論

を

免

れ

な

い

0
'し
か
^
ゆ

べ
^
も
そ
の
.直
«

'<
0
働
機
^

册 

界
恐
慌
を
党
服
せ
ん
と
す
る
點
1C
存
し
た
事
は
明
ら
か
で
あ
名
。

_

結

谍

は

期

待

と

正

反

對

：に

、
：國

際

經

濟

關

係

.
の
--
.

層
の
硬
寒
化
が
招
來
せ
ら
れ
た
。
各
ブ
.

ロ
ッ
.ク
ゆ
そ
の
內
：部
の
自
給
性
高
度
化
を
ハ
'
. 

H

檫
と
し
て
、'
對
内
的
結
合
の
强
化
を
計
る
と
共
に
-

對
外
的
に
は
排
他
的
傾
向
を
進
め
、
さ
ら
に
外
部
の
未
所
屬
領
域
、に
對
し
て
は 

攻
勢
的
態
度
に
さ
へ
轉
じ
た
。

- 

.

,

’ ：
.

そ
の
間
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
領
域
の
廣
太
で
あ
る
か
、
或
は
原
料
資
源
に
葸
ま
れ
た
國
々
は
、
滿
足
國
と
し
て

.の
優
位
に
.就

く

を
..
, 

得
た
。
そ
の
反
面
、t
れ
辦
■に
惠
金
れ
ざ
る
，國
々
は
、
茜
だ
し
く
苦
境
に
立
つ
に
至
つ
.
.た
。「

持
て
る
國」

と
し
.て
、の

米

'•佛
>
ソ
'と
' ,  

「

持
た
ざ
る
國」

と
し
て
.の
§

獨
•
伊
の
»
亂
家
群
/は
、
世
界
.の
對
立
的
一
ー
陣
營
と
し
て
の
色
彩
を
濃
く
し
た
0
後
者
«
ょ
:̂

す
る
_
狀

打
'.

.

破
の
呌
s
id
、
：
遂

次

猶

烈_
し
.
#
:
.
.
:

經
濟
的
自
給
胜
確
觀
ぬ
»
黑

海

-'
»
,問
@

^
原

響

_

の
：.獲
鎖
ば
^

^

最
も
歆
1>
::
义

燃

燒

し
’
.'
■
'
■

の
頃
：

か
ら
で
あ
つ
た
* 

. 

. 

、
,

‘

就
中
、
，植
民
地
鬼
*

の
原
卿
炎
源
.は
極
め
て
.
'直
接
的
な
對
象
と
せ
ら
れ
た
。
盥
し「

持
た
ざ
る
國」

側

の

缓

は

、
表
面
的
に
は
原
料
‘ 

資
源
の
^

得
を
提
起
し
乍
ら
も
*
そ
の
f

に
は
榀
泯
地
的
領
土
擴
大
の
意
愁
が
多
分
•に
窺
は
れ
た
。
惟
ふ
に
當
時
の
混
沌
た
る
國
際
.

撒
灘
に
お
い
て
は
、
領
土
的
支
配
の
確
立
せ
ざ
る
.限
り
、
.應
料
資
棚
，れ
恒
久
的
確
保
を
期
し
難
い
か
ら
で
あ
つ
た
0

‘
こ
れ
に
對
し
n

持 

て
る
國J

側
は
、
當
然
現
狀
維
^

を
棵
本
方
針
と
し
て
臨
ん
だ
o'

^ ，
ぐ
楠
端
な
國
際
的
摩
擦
を
囘
避
す
る
.た
め
'に
、
若
干
の
，原
料
資
源 

の
‘
提
供
或
ル
實
質
的
價
値
な
き
、
僅
少
の
植
民
她
的
領
土
の
！
！
渡
を
止
む
を
得
ず
と
す
る
論
者
も
あ
つ
た
。
だ
が
い
づ
れ
に
し
て
も
ノ 

糊
途
的
方
法
に
ょ
つ
.
て
問
遛
の
.金
面
的
な
解
決
を
計
ら
ん
七
す
名
意
向
に
變
^

は
な
か
.
つ
.
た
0

か
^

る
提
P

「

持
た
ざ
る
國j

側
に
と.

つ
て
、
精
神
的
慰
安
以
上
の
も
の
で
な
か
つ
た
寧
は
自
明
で
あ
る
。
彼
等
の
求
む
る
所
は
、
ョ
リ
切
實
な
物
質
：

®.
に
即
し
、
且
つ
0
リ 

赞
く
极
ず
ず
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
國
家
的•民
族
的
生
存
儒
保
瑕Q

嚶
咪
t
装
.礎
と
し
た
。.

.

大
麻
.
萠
颯
策
の
葙
濟
啲
課
題
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.

然
，る
‘
限
り
、
そ
れ
ゅ
や
が
て
實
行
的
手
段
_
,の.

用
へ
*

と
移
符
せ
ざ
る
を
锝
な
い
？
'
先
ヴ
ョ
‘丨
ロ
，ッ
 

，
切

り

に

、
K

q

ッ
の
領
十
；
改
訂
’
瓶

動

は

：

，
一

步

•
一̂

具
體
化
し
た
。
、泶
蓝
：に
お
い
て
：、

_

日
滿
協
力
^

進
展
は
、
；北
支
べ
1
 
と
波
及
し
.た
。

、

ヒ
’の
f

は
、
游
介
：4-
1
政
権
に
ょ
七
、
金
阈
的
統
一
策
の
材
料
と
し
，て
、逆
用
^-
ら
れ
た
。
_抗
日
.運
動
'^
友

那

，大
陸
金
土
，
に
亘

-っ
ゼ
、

巧 

.
'
.
み
に
展
開
•さ
れ
た
。
"こ
れ
は
X
米
*英
-
ソ
；等
諸
列
.强

の

利

用

す

、
る
：所

と

，な

っ

だ

。

石
の
，
援

助

篇

に

乘

'じ
、
’そ
、の
對
支
±
作
は
競
：
 

#
的
.に
、活
*
と
^

々
た
。
，そ
れ
を
放
遛
す
れ
げ
、
我
國
釾
外
發
展
の
進
路
ば
姐
止
さ
：̂

:

隣
邦
安
那
は
歐
米
列
弧
の
純
然
だ
在
植
民
地 

;
:に'輝
す
>
の
外
な
:1
.
:と
見
ら
れ
た
。
し
か
も
支
那
の
挽
ロ
瓶
動
は
愈A激
化
し
*
へ
そ.の
^
果
|

和
?1
;
ブ
一
年'七
戽
の
ま
*
翦
變
勃
^

へ 

i
 
翦
い
た
。
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擦
掃
勢
,̂
か
く
の
如
-き
撒
移
の
独
.に
、
各
國
'に
お
け
る
，
準

戰

赌

乃

革

は

戰

時

經

濟

體

制

齓

恋

の

»
運
が
_
成
.せ
ら
れ
た
。
-
國
際
危 

龢
の
，切
追
.と
共
に
、
そ
の
急
速
な
る
盤.備
が
緊
切
ど
な
っ
た
。
い
づ
れ
の
國
も
國
防
の
充
赞
擴
大
を
以
て
第

一

義
的
と
し
た
。
こ
れ
に 

，應
じK

原
料
资
源
問
題
の
‘焦g
ta

、
郸
ら
軍
需
资
源
へ_と
注
が
れ
る
，2
至
っ̂

0

，こ
れ
ら
‘の
み
-に
.っ
：い‘，，て
見
'
.て
公
>「

•持
て
，名
國J

側
の 

優

位

，は

不

卿

で

，
ぁ

っ

た

-,
°
こ
'め
點
に
關
し
：「
持
，た
ざ
る
國J

側
中
ハ
ド
k
:、'y
は
，稍
.
^
{
,
好
；の
狀
_
に
.ぁ
る
を
.思
ば
嗆
た
',
0
ゼ
、か
し
戰
時 

>

#
定
-.
L
た
場
合
：̂

そ
ゐ
诌
給
亂
ヵ
鸩
若
干
の
鲥
外
を
除
い
ズ
对
、
寒
，心
す
べ
含
歇
愦
に
ぁ

0
~た
-?
- 

.

.

. 

r
.

ハ
。

，：/,
•: 

r
; 

“ 

e

夕
.ル
ク
.ラ
エ
‘メ
ノ
マ
ィ
は
，
米•獨
：

r

英*

怫
•ジ
，
伊
•
日
の
.七
大
强
，國
の.主
.题
卫
業
聪
料
に
關
し"
各
'

の
，
戰

時

自

給

能

力

を

.‘檢

时

し

’ 

た
後r

吹
や
如
身
結
論
を
下
し
て
ぬ
石
。
ロ
ス
メ
リ
ヵ
广
ィ
ギ
リ
ス
>
,及
び
、こ
れ
忙
稍
劣
る
，が
ロ
ぐ
ン
冗
ば•戰
時
.自
給
能
力
ど
^
^
點
で 

はn
r

立
つ
セ
ゐ
る
。
又
ァ'ン
.チ
モ
二

ー

と

い

ふ

_

ー 
の
例
外
を
除
く
全
辦
资
に
お
、
て
、
ア
メ
リ
ヵ
及
び
ィ
ギ
リ
ス
带
國
の
各
領
土
は
、 

.相
拂
へ
.
.て
供
給
紀
於
け
る
完
金
な
る
統.ー
體
を
な
し
て
居
名
と
い
ふ
事
が
沌
意.さ
る
べ
き
で
ぁ
る'9
、が
た
1
さ
^
.に
：比
■し
，て
-、‘-
フ
ラ
ン 

ス
、
ィ
ク
4
.ィ
及
び
日
本
00
'
地
位
は
、
そ
れ
ら
の
植
圾
地
を
包
括
し
て
も
、
大
し
た
變
化
を
示
さ
な
ぃ
事
が
判
る

!0
ム
方
广
ィ
ッ
ゎ
地

位

も

儎

鑛

、
，黄

鐵

鑛

取

び

鹿

鉛

を

除

f

て
は
、
大
體
，に
於
て
同
じ
で
あ
る
。

.

1

5」

と
。£

1

稳
_「

軍
需
資
源
論」
ニ
‘
一.
三
貝)

。

.

.

を
國

續

.漏

：■
機

蕭

着
^
み
J
F-
1
:
!
:
た
■
满
»

_
;(
0
馨

貧

源

醫
_

无
る
愁
求
は
。
愈
；̂
p

l̂;
つ
条
及
で
^
に
對
を
持
.

，て
る
顧
‘」

側
セ
、、tv

.

P

俊
牌
の
.
保
持
の
^

め
に
，
獨

占

的

意

慾

を

强

化

レ

た

,0

が

べ

し

て»'
が
の
.爭
奪
，は.、
國

際

的

軌

機

の
«•
も
有
力
な
る

,

,

r
i
t
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因

证
.̂

效
つ
#

;

:

,

‘
現
代
戰
、が
#

源

.»

郇
た
る
べ
：
き
廣
材
は
い
と
の
：顷
ょ
り
，胚
胎

.し
來
ぶ
.た
.
の
‘
次
あ
る
0

-
支
那
第
變
の
^

開

、
.そ

の

後

 々

#

J

次
歐
■

大

戰9
,

勃
發
、
ゝ
洛
'
ら
.

.
H
:

は
今
次
の
：
火
東
前

.
戰
爭
に
しy
.

も
、
多
分
に
資
源
戰
爭
と
し
て
の
性
格
を
閑
有
す
る
棗
は
、
否
定

~.i,
. 

V
i
* 

,
.
v 

.

-1
' ド.
.
V 

f
.
.
.
1
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• 

f
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パ.
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得
^
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,

嗖
那
哿
變
に
し
て
、

^

ポ
の
，日
本
の
不
擴
，大
方
針
は
、
支
那
側
の
計
畫
的
抗
嶼
の
；繼
續
に

i

つ

て

，
挫

折

し

，
た

。

‘ 

‘戰
線
は.
忽
ち
.
に̂
,

集

_

獄
_

馨

遞

i

读

置

說

衣

。
E

街

書

^

,

の

#

局̂

忙
--
;

»
因

す
.>
1

^

の
：
で
あ
る^

を
究
、知
す
る
に
及
‘
び
ノ
次
來
讲
見
#

,

へ
と
大
き
く
轉
換
し
た
。
支
郏
太
睦
：に
、

#

い
ー
て
贫
#

民
族
共
に
相
喰 

む
の
悲
劇
を
滌
結
•
せ
ん
か
名
骐
こ
‘そ
、.
：.事
變
處
理
め
、根
：

^

針
と
為
す
.べ
き
^

あ
つ
，
た
。

.

•

•
’ 

, 

:

'

v

-

i
 

:
;

, 

細
和
千
ぶ
年
末
ゎ
近
衞
聲
明
は
、
1

滿
4

1

1

_の
協
カ
に
_

づ
く
；
ぃ
東
瓿
新
秩
序
建
設
.
の
1

向
を
明
ら
か
に
し
た
，。
善
隣
友
交
-

®

 

b

,

.

^

' 

、
：

'

、

：

- 

.

,

、
；
：
.：
：. 

Y
.
-
'
:
.

、け
^

^
建
_設
的
態
;^
の

,*
湘
は
、.，̂

那
^
に
.お
や
ヤ
:|
>班
精
!»
1
派
め
和
平
*
國
迪
働
^
誘
發
し
た
0 

.
そ
.の
後
，こ
の
運
動.は
、
.
f

種

；̂

一
種
•

け̂

1

^

顏

湯

權

？_

|:
:

■

■

豪

：

，

日
#

'

.

湛

，冰

條

約

の

，
成

立

を

？

p

た
ら
し
た
。

,，
 

■ 

•

.

 

,

'名

間
.
ノ
歐
洲
や
動
亂
は
勃
遞
\

>

の
；_

は
遠
<

-$
3

の
、地
域
に
4

及̂

だP

開
戰
と
共
‘に
•
^

豸

エ

作

ょ

丨

ー

渉

後

、

f

余
、
‘ 

議

，
な

メ

せ

ら

れ

，
た

ィ

ギ

1

>

に
估
.<
>

て
、
ア
メ
リ
.
力
の
攻
身
が
强
化
さ
办
た
。
加
‘

を
に
オ
ラ
ン
ダ
、

フ
；ラ
シ
ス
の
.
潰

域

は

、
：
、と

-
れ
^I、

,

.

-/
:
:益

漆

の

餐

麓

題

.：

.

'

■

.
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.
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,

砂
廉
疆
民
地
の
歸
邋
を
し
て
、
重
大
為
國
際
的
係
爭
問
題
た
ら
し
か
た
。
日
本
も
犯
、
隄
く
は
來
M

の
安
定
確
保
の
建
前
ょ
り
V

.
紙
：
 

'■く
ば
’#
^
齊
源
に
對
ナ
る
經
濟
的
關
心
よ
り
し
て
、
南
方
政
策
の
提
起
に
乘
,*
>

出
し
た
。
こ
^

に
謂
ふ
所
の
興
亜
政
策
の
展
開
が
導
か

,む
^

^
日
.本

：の

包

懐

す

る

對

束

貺

政

策

の

_
調
に
變
改
脖
な
か
0
た

。，

支
那
事
變
處
理
を
根
幹
と
す
る
艰
诞
新
秩
序
.の
建
設
、
ひ
い 

そ
^

K

東
®
共
榮
圈
の
樹
立
べ
と
^
目
標
の
擴
大
的
發
醫
招
來
さ
れ
た
杧
外
た
ら
な
い
。

.

.V

 : 

. 

.

.:

:

.

.

Lか
し
前
記
の
近
衞
聲
明
以
來
、
日
本
は
東
西
に
お
け
る
指
■

者
た
る
有
覺
を
適
確
に
把
掴
し
た
事
實
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
t

、
' 

.

. 

• 

- 

• 

• 

•
. 

• 

'
'
. 

.

.

.

.

.

vs
,°
醫

の

建

設H

作
は
す
べ
て
こ
の
観
點
の
上
に
立
つ
も
の
で
'ぁ
る
。

.

*

.
■

i 

• 

ま
揭
の
近
衛
三
原
則
が
、
费
質
的
に
結
實
し
#
た
か
否
か
、
そ
の
解
答
は
尙
事
變
の
繼
續
す
る
珑
在
ー
避
け
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

b

^
.

レ
.
.そ
れ
が
そ
の
後
の
興
瓸
政
策
の
運
營
に
と
ゎ
、
有
力
な
論
據
4

友
つ
た
事
は
認
む
べ
き
で
ぁ
ら
ラ
：0
/

::..

:、
 

，
：

.

-.

ン
；

,

.

.
,大
-*

迎
共
滎
蹐
樹
立
の
雄
大
な
る
主
張
は
_

.

と
し
て
’起

っ

た

。
，
旣

に

指

摘

し

た

如

く

、

そ

れ

は

日

*

滿

，
支
を
：棋
幹
地
帶
と
し
廣
く

. 

&

方
綠
邦
を
含
め
て

、

そ
の
間
に
お
げ
る
共
存
共
榮
の
實
現
を
旨
と
す
る
。
日
本
を
指
镇
國
と
し
乍
ら
'
も
，
萬
邦
を
し
て
.各
々
そ
の
所 

1

得
せ
し
め
る
事
に
"

そ

の

注

目

す

べ

き

特

色

が

見

出

さ

れ

る

。

そ
れ
讨
ぁ
ら
ゆ
吝
意
味
に
，お
い
て
の
：、

日
本
の
、

ひ

い

セ

は

金

東

|£ 

の
自
主
性
獲
得
へ
の
^

ゆ
み
な
き
前
進
譜
で
ぁ
っ
た
。 

-
.

偁
為
日
.本
を
め
ぐ
る
阈
際
關
係
は
、
紛
糾
せ
る
も
の
で
ぁ
つ
た
-o「

持
た
ざ
る
國」

と
し
て
0

立
場
を
共
に
し
'、
防
典
:(
6

:志
を
同
じ
く 

'

す
■る

掏
•

伊
と
の
間
に
は
、
，旣

に

昭

和

十

二

年

末

取

來

、
防
共
協
定
の

'
成

立

を

見

て

居

っ

た

。

昭
和
十
四
年
の
：獨

，
英
開
戰
直
前
に
お
け
る 

獨
*

ソ
、不

可

侵

條

約

の

調

印

は

、

ド

ィ

グ

の

動

向

：に
對
し
少
な
か
ら
ざ
る
疑
惑
を
生
ぜ
し
め
た

9

し

か

し

纏

て

昭

和

十

五

年

-*
月
に
お 

け
る
；

m

•

獨
•

供
三
國
同
盟
の
締
緒
に
よ
り

‘
、樞
軸
國
側
.の
協
力
摘
勢
は
確
立
し
た
。
.
殊
‘に
そ
れ
は
朿
蓝
新
秩
序
と
獨
-

伊
を
樞
軸
と
す
る
：

r

a

ッ
バ—

新

秩

序

の

建

設

運

動

の

合

作

の

上

.に

 > 

世

界

新

株

序

の

：創

設

へ

§
途
を
w
<.
:
>̂
'

(o
-
'と
し
て
V
高
く
評
價
せ
盔
だ
。
：そ
：
^

 ̂

_

u

_調
に
^
軍
事
同
,̂
め
^
龙
釔
見
W
大
»

翁

_

爭

下

七;̂
環

霍
;̂
:̂

っ
:̂
:

_

^
龙
既
の)

兩

洋
^
1
;
^

中
で
あ
；る
。

そ
の
間
、.
米
•

英
を
首
班
と
し
、
ソ
.聯
を
加
へ
.
•た
民
主
生
義_

陬
營
か
ら
の
妨
害
的
行
_

は
、ぼ
を
追
つ
て
齔
晚
ざ
れ
セ
と
見
.ら
|1

る
0:
. 

で
れ
ら
諸
國
は
、.
谗
々
朿
瓯
此
お
け
る
權
益
の
確
保
•

擴
張
の
た
名
に
、
不
休
の
努
力
を
措
し
ま
な
か
つ
た
。
滿
洲
乳
不
承
認
の
ー
事
竄 

の
裡
芯
、.
凍
逦
へ
の
野
望
は
如
實
に
看
取
せ
ら
れ
たo

 

, 

.

/

V

.
 

I

■

:
.
;
:支

屢

遲

'#

奴

謂

；：按
蔣
龙
^

ぞ
管
也
1>
:
:^
.
:
:
軍

事

朗

中
;/
-'
to

鄭
十
屈
坪
夏
‘
の
欺
洲
危
局
を
前
に
し
て
ィ
ギ
リ
ス
の
對
日
妥
篇
的
態
度
に
反
撥
す
る
如
く
、
爾
後
の
，ァ
メ
リ
，カ
に
ょ
る
對
日
牽 

制
.策
钛
栩
端
.肊
餺
骨
化
し
^

'

0
同
年
七
月
末
の
.日

米

通

商

航

海

他

約

孩

棄

b
.
1

方
的
宣
言
を
^

め
と
し
て
、對
日
輸
出
制
限
.
•禁
止
.
の
：齚
，

I

酒
^

漸
_

大
^

批
龙
.？̂

の«

忙
:*
:

っ
_

け
你
通
商
'̂
:

■の
新
東
瓯
建
設
の
事
業M

放
棄
せ
し
め
ん
と
す
る
の
.が
、
ア
メ
9

力
の
眞
I

あ
つ
た
。

.

&

の
活
動
は
又
同
時
に
ア
メ
リ
力
.
經
濟
自
身
の
利
益
を
保
證
す
る
所
，以
す
あ
つ
た
0

藉
し
支
那
大
度
は
七
芡
南
方
諸
紙
ゆ
、敗
料
.

商
. 

品
及
び
ボ
資
市
場
‘
と
し
セ
將
來
性
多
き
地
域
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
'0

ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
1

こ
7)
'
世
界
的
混
亂

*

の
狄
を
利
し
て
、

' 

こ
れ
ら
地
域
，

&

優
失
的
地
位
を
獲
得
す
る
事
に
、
無
限
の
•
慾
望
を
抱
，

S

た
の
，で
あ
る
，

殊

に

南

方

資

源

た

る

ゴ

A

と
錫
が
、
ア
メ
リ
カ 

工
業
に
と
つ
て
不
可
缺
の
も
の
た
る
事
は
、一

曆
P

の
傾
向
を
助
長
し
た
。

';
;
,
;
:
'

:/
0

本
め
甫
オ
政^

ぬ
；前̂
,

:一
大_

共

榮

圈

胤

龙_

':
«

0

;其

體

化

^
禅

ひ

少

 

，
 

以
來
の
日
本
の
對
米
國
交
調
整
の
倦
ま
ざ
る
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
@

度
は
硬
化
の一

路
を
迎
つ
た
。
阼
夏
の
對
日
資
®
凍 
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へ

對

日

紙*,
興

を
.豪

し

ハ

英

、
蘭

一

脣

V

れ

虔

v>
だ
o 

‘
さ

皂

對

臥

t

 

包P

陣
の
形
成
は
、
'
政
治
的
•
爵

t
.
.

の
^

な
.ら

ず

軍

事

的

に
:^

いH
I

本
に
と
り
七'
®

接
.の
脅
威
：七
な
ク
た
:6

广

:

;

丨

•
：

：

，

 

.

. 

•
‘ 

：

一
.
' 

,

- 

他

方

：
；
，
.ソ
聯
、は

終

绅

北
;̂

か
各' 
一.
の
，威

嚇

的

存

在
t

續
，け
た
。
骐
變
下
.、
W

度
に
亙
る
國
境
紛
爭
の
後
に
、獨
••ソ
開
戰
を
前
に
し
て 

0

ゾ
：中
^

®

が
成
立
し
；た
Q

ム
か
む
旣
'往
，の
シ
聯.の
動
向
か
ら
'し
-て
、
決
し
’
て
‘
前
途
に
！̂

は
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
備
ヘ
て
i

,

’ 

の.{f

轉
は
■愈
^

固
き
も
の
、か
^
‘る

 

o s
;
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ぐ
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-
.フ
し
:

•

か
ミ
ぬ
：如

：

^
し

そ

い

民

*

主

菌

家

陣

-

CO
-
對
H
、態-度

はV、

篇

.
な
，
る

妨

害

干

渉

政

策

.

の
•，
曝

續

m
、
つ

>

 
る
タ
&
れ

に

务

彼

等

ゆ
0-
本

； 

が
、̂
^

公
，
明

‘

な
'東
^
新
秧
療
め.，建

氣

を

棋

底

ょ
|)
-
咨
定
じ
、，漸V

上
.界
期
t
迎
人
•た
、

ET,

本
■の
指
導
的
地
位
を
覆
滅
せ
ん
と
企
圆
す
る
。 

そ
れ
ね
代
V

T

f

も
の
味
、
歐
米
に•ょ
冬
支
邨
.大
睦
.の
植
^
地
‘化
で
あ
1

苽
西
佘
地
域
の
歐
米
隸
屬
狀
態.：の
維
持
で'あ

為
。

:

:

.

b

れ
‘
&
io

す
べ
、'て
.'

の
弾
壓
を
排
除
し
い
新
來M

の」

建
設
を
達
成
す
べ
き
^

命
を
帶
び
•
て
勃
發4

た
の
が
大
來
蓝
戰
爭
で
あ
り
、
大
來 

璐
政
辑
の
ハ
採
用
で

^

る
;0

こ
の
目
的.を
-®

徹
す
る
上
に
何
ょ
り
も
緊
切
な
の
.
は
、日
本
の
指
導
的
地
化
の
確
立
で
あ
る
。.
そ
の
.
た
め
に
.a:
:' 

明
ら
^

'

に
$

)1
1
1缺
维
デ
C

の

完

遂

，がr
戴
木
的
な
要
件
で
.
あ
る
。
じ
.か
も
そ
れ
と
'
同
時
-
に'
、
我

、
々
，
は

こ

.
の
指
導
的
地
，從

を

現

實

- 

に
^

5
;
.

で
袈
付
け
，る
所
^

な
け
れ
ぼ'
*

ら
-
な
い.
.0
'
ン

、

'
•
' 

:

ン
.

.

の*
指
鸽
的
地
位
杷.
對
す
%

具
體
的
機
據
の
賦
與
い
と.
S

こ
そ
、

‘大
氓
亜
ぼ
策
に
課
せ
，ら
れ
た
逋
要
.な
る課題
.で
?>
-

る
>

ぞ
わ
に

', 

は

广

政

篇*

經
濟
的
*

文
化
的
興
他
あk

ゅ
迖

.霞

か

ら
•
し
て

"

先
づ
日
本
の‘
”

^

魅
で
謂
太
柬
迤
垒
般̂
&

^

1

^

獲
得
を
歡
^ '

.权
'> 

ば

奮

な
^

。
就
中

' 

眞
の

.經
濟
的
自
主
性
の
確
保
は
、
す
べ
て
の
极
抵
た
る
べ
き
も
わ
で
あ
る

0.

こ
の
意
张
か
ら
、
次
節
以
下
に
お

い

气

へ

ビ

办

谢

題

を

大

寒

裳

策

ゆ

經

濟

的

-課
間
と
じ
て
-取

デ

去

第

で

あ

令
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.

に
，旣
'に
明
ら
か
致
：る
如
ぐ
：、

明
治
初
期
以
來
の
近
代
日
本
め
；
興

隆

凇

、
文

字

通

り

躍

進

的

.で
あ
つ
た
。
國
杓
政
治
•

經
濟
の
近
代
化
を
根
 ̂

.鈴
と
、し

て

、
國

カ

は

_

路
充
實
の
經
過
を
迪
づ
た
。
' 

そ
れ
を
背
景
と
し
セ
上
述
の
如
き
-
、
發
展
的
な
對
外
活
動
が
遂
行
さ
れ
た
に
外
な
、 

ち
な
い
。

し
か
も
$

の
座
過
程
を
通
じ
て
、
當
初
か
ら
の
一」

特
質
で
あ
る
'
外
國
勢
カ
の
壓
追
と
日
本
經
濟
の
後
進
性
は
、
國
民
生
活
の
凡
ゆ
る
. 

部
，面
に
、
隱
然
た
る
影
響
カ
を
持
ち
總
け
允
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

■.
.
.
,

「

へ
1

ょ
})
:

叙

.#

の
：發

展

過

程

が

、
杯

國

勢

九

め

-1

锻

排

除.>
«

濟
的
後
進_

の
康
服
を
肉#

と
：し
た
事
は
^

可

成

か̂

費

-̂

篆

技

得

た

土

思

故

^

令

身

 

ぐ：
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バ
ッ
0<
本
欢
政
治
的
自
电
胜̂

掀
普
3

#
初
ネ
_
高
ぎ
:^
の
.セ
' |
>
:
.
:
-つ
：
 

政
治
的
獨
立
.

e

失
' 

は
れ
た
窜
は
愚
か
、
外
敵
を
し
て
國
土
の
一
片
を
だ
に
：
踏
ま
し
め
た
*
は

な

い

o

こ
れ
は
日
本
め
國
家
的
性
格
の
然
ら
し
む
る
所
で
：
 

あ
り
、
國
妈
攸
最
高
の•誇
り
、と
す
る
點
で
あ
る
。
朋
治
初
年
代
，、
：屢
々
外
國
勢
力
侵
入
の
危
機
に
遭
遇
し
乍
ら
も
、
必
ず
こ
れ
を
誠
逐

'
: 

:じ
';
#
た

タ

東

乘

馨

：げ

本

诞

代

_
獨

泣

國

と

玟

黎

の

：

»
囊

修

呔
^
^

と
し
て‘
、
早
ぐ
も
世
採

先

進

列

强

に

伍

す

る

地

位

に

到

達

し

，得

.だ
0

で
あ
る
、。
，

.唯
i

外
交
的
接
衝
.
の
部
面
に
お
い
で
、
永
く
歐
米
追
隨
: 

ひ
傾
向
の
見
え
た
^
ば
、
强
ち
.否
定
出
來
な
い
。
そ
れ
は
後
述
す
る

、經
濟
的
依
存
關
係
に
深
く
双
^
す
も
の
で
あ
つ
た
。
：

.

.
經

濟

的

，自

主

性

の

取

得

に

づ

い

て

は

、

苦
難
の
、
途

が

續

い

た

。
就

中

、
藉
末
，以
來
の
先
進
餓
列
强
に
對
す

‘る
不
平
，等

條

約

を

改

訂

し

、 

關
秕
自
ホ
權
の
獲
得
を
實
現
す
る
た
め
に
は
*

多
年
の
努
力
を
必
要
と4

た
0.
そ
れ
は
國
内
經
濟
の
高
度
の
‘

發
屉
に
ょ
つ
て
の
み
、
達 

成

せ

ら
る
べ
き
も
の
で
あ
づ
た
々
こ
の
點
，に

關
し
て
は
、
，、前

記

ニ

特

饼

の

外

.に
、
國
内
段
然
資
源
の
TV

足
と
い
ふ
重
大
な
制
約
條
件
が 

附
隨
し
た
。 
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,

治
政
府
の
積
極
的
な
近
代
，エ
業
助
成
策
の
下
に
、
國
內H

業
の
發
ぎ
は
、
明
治
十
年
代
.よ
り
顯
著
な
擡
頭
期
に
人
つ
た
。
國
防
目 

的
の
.'た
め
に
軍
髒
エ
業
の
育
_成
が
進
.め
ら
‘
れ
る
傍
ら
、

一
般
1

業
.に
お
^

て
は
輕
エ
業
部
門
の
發
達
が
蕃
し
か
ヴ
た
。
そ
れ
は
二
十
¥
 

代

に

，お

い

て

、

4

く
も
茆
業
革
命
期
を
迎
へ
た
。
そ
の
主
軸
亦
綿
絲
紡
.

1

並
び
に
製
絲
業
に
#

し
た
事
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
.o 

他

方

農

業
部
！
：

に

お

い'て
は
：
そ
れ
が
工
業
的
發
展
の
地
盤
た
る
役
割
を
賦
課
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
關
係
に
よ
‘つ
て
参
く
の
非
近
代
的 

要
素
の
淺
存
を
見
た
.0

と
の
，窜
は
農
業
生
糜
カ
の
增
大
を
1̂

业
す
る
と
共
に
、
農
業
に
對
す
る
工
業
の
跛
行
的
發
達
を
顯
著
な
ら
し
め 

た

。
.
農

業

的

發

展

の

、停

滞

は

、

.
H

業
に
對
す
る
國
內
販
路
の
狹
隘
化
を
招
く
と
共
に
、原
料
供
給
狀
態
を 

一
Jt

悲
觀
的
な
も
の
と
し
た
。

:

■

免
^
巧

基

^

^
分
沈
;1
'(
0
;_
心
：が
求
だ
輕
本
；潔
齡_
枳

鳳

す

る

泊

淸

戰

维

前

後

^

艽
 

，
地

紅

求

め‘ヤ
’
積
概
的
な
對
外
活
陬
を
提
起
せ
ぎ
る
を
得
な
か
つ
た
。
、，
，

•.パ

ノ

こ
の
.
事
實
が
'
大
睦
_政
策
採
用
の
有
カ
な
推
進
條
件
と
な
つ
た
事
は
否
.め
な
い
。
し
か
^

こ
れ
を
反
面
よ
り
見
る
な
ら
ば
，
こ
の
段
階 

よ
办
日
本
經
濟
の
海
外
依
存
性
は
、
强
度
の
系
の
で
あ
つ
た
凄
が
理
解
.せ
.
ら
れ
る
。

.

、

.

,
日

淸

戰

後

にお
い
て
、
繊
維
工
業
部
門
は
蹦
進
的
發
展
期
を
迎
へ
た
。
そ
の
！一

業
革
命
進
行
を
軸
と
し

て

、
繊
維
製
品
，げ
码
々
.と
し 

て
朝
鮮
市
場
に
流
れ
込
.
み
、
钯
に
大
睦
に
阶
つ
，て
の
迆
出
態
勢
を
盤
へ
た
，
こ
の
■傾
问
は
、
日
餅
戰
荦
の
勝
利
に
よ
つ
て
、一

層
促
迪
. 

せ
ら
れ
た
。

•

-

と
の
期
間
に
不
平
等
條
約
の
改
盯
に
對
す
る
努
カ
ば
漸
く
具
現
さ

'
れ
た
。
す
，
’で
に
明
治
二
十
七
年
八
月

•  

P

淸
開
戰
It

後
に
先
づ
ィ 

ギ
リ
ス
と
の
間
に
日
英
通
商
航
海
條
約
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
れ
は
，賢

に

「
明
治
維
新
以
來
の
懸
案
た
り
し
他
約
改
圯
事
業
第
一
次
解
決 

め
先
驅
-

と
な
づ
た
。
次
い
で
米•

伊
•
露
等
十
四
筒
國
と，の
間
に
も
、
條
約
の
政
正
が
進
，め
ら
れ
、
こ
、
に
對
等
な
外
交
，關
係
樹
立
へ
の 

第
？

一

步
於
踏
み
出
さ
れ
た。

.

、
' 

• 

'

■■
、

か
.
.、
し

て

明

治

三

十

年

三

.丹
に
は
*
關
税
自
主
權
の
最
杌
の
立
法
た
る

「

關
税
定
_
决」

.於
公
布
•せ

ら

れ

、

•
•
一

 

1'ー±-
ー

年

ょ

り

實

舨

甿

知 

.

れ
た
。
し
か
し
こ.の
新
關
秕
淛
度
の
下
に
お
い
て
も
、
尙
歐
米
先
I

國
に
對
す
る
實
« '
上
の
不
平
等
を
拭
去
す
る
に
至
らA
か
，つ
た
。 

-

そ
o '
完
佥
尨
名
實
現
を
見
る
た
め
に'̂
、
明
治
四
十
四
年
の
第
二.次
改
IE
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か■つ
た
。
國
力
の
異
常
な
進
展
を
背 

'«
と
ず
.る
0-
本
0
國

際

的

地

，位

ね
^

|

^

«

1

税

自

由

權(0
:確

立

を

導.い
：た
の
；
で
：
あ

る

':
0

同

年

七

月

の#

一
よ
り
、
H'

本
は
自
國
產
業
に
對
す
眞
®

策
^

採
用
し
得
る
立
場
に
就
い
た
9
 

.

.

——

.

',
:

■'
.
;關
税
良
茧
權
:o

獲

得

：は
、
.
へ

實

に

安

嚷■

ボ
僉
年
に
'
霉
る
：努■

の
勝
で.
_

取
得
の
た
め
の
大
道
を
拓
い
た
に
外
な
ら
な
い
。

，

- 

' 

.

.

'

爾
来
、
日
本
工
業
/̂
.#

展
は
一
曆
目
覺
し
か
つ
た
め
輕
工
業
部
門
に
お
け
る
生
南
業
中
、
資
本
集
積
の
傾
向
が
進
め
ら
れ
る
傍
ら
、

. 

董

出

麵

門
>̂
:

漸
く
擡
頭
そ
示
：し

ち

イ

夺

の

鹼

階

に

耠

い

贫

巧

.日

本

嗛

請

处

發

達

程

麻

传

：
_

た
と
始
言
ふ
：為
の

-

^

耒

だ

と

れ

を

凌

ぐ

：に
は
至
ら
な
が
：つ
た

。

.

.

.

:

 

. ノ 

.

ヒ

の

事
情
は
貿
易
內
容
の
裡
に
、
如
實
に
反
映
さ
れ
た
.。
'即
ち

歐
米
，市
場
に'
對
し

て

は

/
,
依
然
と
し
て

機
械
•

製
品
の
輸
入
、原
料
並 

び
に
粗
製
品(

の
輸
出
と
い
ふ
勝
係
を
持
續
し
卞
ら
、
東
®

諸
地
域
に
對
し
て
は
工
業
製
品
を
輸
出
し
て
.原
料
を
輸
入
す
る
と
い
ふ
特
殊 

の
形
態
.を
示
し
た
の
で
あ
る
。

-
• 

.

. 

■

.

•

.

.

 

\ 

. 

. 

•

一

.

.

，
.

.

-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

- . 

-

4

1

•. 

.
.
.

 

-

.
 

.

か
\

る
經
濟
段
階
，に
あ
り
乍
ら
も

‘

大
陸
へ
の
資
本
投
下
活
.動
に
對
す
を
要
望
は
高
ま
つ
た
。
歐
米
先
進
諸
國
に
よ
る
對
支
投
資
活 

動
の
擴
艰
‘に
對
應
し
て
、
ぼ
本
も
亦
*'

自
銜
上
そ
の
必
要
に
進
ら
れ
た
’
の
ず
あ
る
。
對
抗
的
意
圖
は
こ
の
部
面
に
•お
い
て
も
明
摭
に
看 

取せられた。

.
，
•

••
'
,

、
 

• 

• 

. 

.

„

第

一

次
歐
洲
大
戰
を
迎
へ
，ズ
、
ッ
日
本
經
.濟

は

最

大

の

繁

榮

期

に

惠

±-

れ
た
0

戰

ぼ

中'

交
戰
諸
國
の
莫
大
な
»

需
品
註
文
9

殺
到
に
，
 

大
東
逋
政
策
心
H

_

^的
課
題
，
. 

' 

1

九
、

c

一
 

九
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大
柬
瓿
政
策
の
經
，濟
的
課
題
 

ぃ

ニ 

0. 

.C
】

九
ニ〕

よ
っ
て
、
軍

需

エ

業

を

中

心

に

1

エ
業
全

般

の

發

達

が

促

さ

れ

た

。
輕

エ

業

製

舳

は

，又

世

界

市

場

を

相

手

と

し

て

廣

く

進

出

を

遂

げ

た

.° 

^

茈
：四
铝

：よ
り
同
ホ
架

*

.
で
：：の.僅

が

四

箇

年

間

に

、

',

_

出
超
過
總
颜
は
：：十

重
工
業
部
n

co

進
出
を
根
幹
と
レ
て
‘
、
日
本
經
濟
も一

曆
高
.度
の
段
階
に
乘
り
入
れ
た
。
こ
.れ
に
應
じ
て
戰
時
中
及
び
職
後
に
お
い 

て
、
對
茭
投
資
活
動
は
觅
に
活
潑
と
私
っ
だ
。 

■

'

他
方
に
お
い
て
、
農
業
部
門
は
引
續
き
停
滞
的
色
彩
濃
き
も
の
で
あ
っ
た
0
農
業
生
逾
は
戰
時
中
の
未
曾
有
の
好
況
の
恩
惠
を
受
け 

.て
、一

時
的
に
は
七
^

を
系
し
た
。
-L

か
し
工
業
の
躍
進
的
發
達
に
對
此
す
れ
ば
、
そ
れ
は
与
ら
に
相
對
的
地
位
を
低
下
し
た
o
:
殊
に 

戰
後
の
反
励
的
不
況
期
の
到
來
に
よ
り
、
そ
れ
•は
一
層
深
刻
な
る
衰
退
(O
'.過
程
、へ
浚
入
し
た
と
見
ら
れ
：る
。

:

.

'

: 

'
工
業
の
-
高
度
的
發
展
も
、

.

戰
爭
と
い
ふ一

時
的
現
象
に
基
づ
く
他
« 1

时
剌
戟
に
負
ふ
所
大
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
1 «
:

#

平

和

の

囘

^

と 

ー.諸
交
餓
國
：に
お
け
名
產
業
復
員
の
：開

始

：に

;̂
!)
;

;
、
#

び
制
壓
釔
蒙
0.
:
た
0

:
き
後
日
私
經
齋
を
襲
っ
た
象
續
的
不
況
の
中
に
あa

て
、■ 

X
 

業
か
®.

度
：化
'
1

ば
箸
し
：く
阻
害
さ
れ
た

 

o
:
:
:
:

--
:
:
'

.

;;
';

:
;
'
.
,
:
:

':
'
'-
:
'
,テ

?

:
 

'
:
’，
一

 

:

•

し
が
し
す
で
に
戰
僻
中
に
お
い
て
、
惠
ま
れ
た
好
條
件
の
下
に
.輕H

業
よ
り
重
工
.
業
へ
の
移
衍
は
、
.着
實
な
る
質
展
過
程
に
踏
み
人 

れ
て
居
っ
.
た
。
戰
後
.
の
’外
國
か
ら
の
壓
追
に
も
拘
ら
ず
、
•

重
エ
業
部
門
の
宵
成
は
.
、
日
本
經
濟
.
の
，：必

然

的

進

路

で

‘

あ
っ
.■た
。
し
か
も 

こ
の
種
の
建
設
資
財
な
り
、
原
料
な
り
に
っ
.い
.
て
は
、國
内
生
輯
ゆ
極
.めV

不
充
分
で
あ
っ
.
た
。

と
へ
の
事
が
_

o

v

歡

外

特

に

英

•
米
兩 

國
間
へ
の
：依

存

程

度

^

I

層

深

吏̂

於
る
事
と
な
っ
た
o
. 

i

當

時

に

.お

い

て

も

尙
遙
業
權
造
の
.中
核
は
、
依
然
と
しy

輕
エ
業
部
鬥
、
就
中綿
絲
紡
績
業
に
乾
か
れ
た
.
こ
れ
と
一
て
も
.：
そ

の

販

路
 

、を
海
外
市
場
，.特

に

束

蓝

，市

場

に

擴

張

ず

る

事

に

よ

っ

1
の
み
、.
進
展
を
期
し
得
た
に‘
な
.ら
な
い
'0
.
こ
の
點
に
っ
い
て
敏
時
中̂

V.  

.の
吏
那
或
ば
印
度
等
、、
後

猶
的
領
域
に
^
秒
る
.湖
績
業
.の
'擡
頭
は
ャ.有
力
尨
制
約
#

^
と
ぢ
っ
だ
？
幸
ひ
^
し
^
梟

紡
8

*

の
近
代''

.

’
.敗
經
營
紙
織
は
3
資
價
な
勞
働
條
件
と
相
修
つ
て
、

歡
界
市
場
に
進
出
を
撒
續
し
齊
た
け
ぺ
れ
ど
も
、，

.名
の
進
展
举
は
艰
^
を
萊
し

.

た
.
0

.

. 

.
-

 

' 

.

.

,
.
:
:
ヤ

-:
羅
竟
、
:.
'日
本
_
濟

は

来

：だ
そ
：

<7
>
後
猶
性
を
».
^

.
‘

低
迷
狀
態
に
陷
つ
た
。
と
の
事
情
は
、
吏
，に
政
治
抓
に
も
ヴ
ュ
.
ル
サ
ィ
ユ
=

ヮ
シ
ン
，ト
ン
體
制
の
樹
立
に
ょ
つ
て
惡
化
せ
，ら
れ
だ
。

’

:

:
;:;:

- '
.
'
^

^
日
本
は
ャ
國
ガ
發
興̂

’

さ
れ
た
。
.國
内
-
に
お
け
る
政
治
的
•

經
濟
的
不
安
が
：懸
念
ざ
れ
た
の
も
と
の
頃
で
あ
る
。

.

麻
、洲
事
變
は
、■
實
に
か
、
る
沈
滞
の
殼
を
突
破
る
意
_

を
有
し
た
。
そ
の
後
6

日
滿
協
カ
體
制
の
樹
立
に
ょ
り
"

日
本
は
始
め
て
意
■_

;

:
識
親
に
ー;:
':

>

,
*:

■
織
勝

霞

が

設
霧
へ
迦
ん
乾̂

で
^

冬
メ
,

ぐ
.,
'

'
.,
'

;擴
充
の
也
要
呔
、
爾
々
凝
臌
冬
れ
灰
。：
國
凋
忙
^

か
ら
强
カ
的
に
遂
行
さ
れ
た
。

■ 

. 

• 

•

こ
.：の
事
情
は•丨
.エ
象
坐
«

額
职
に
‘
#
め
る
萆
冗
^

パ V
、
」〕

へ：

「

 

. r
^
,

^

 

.’：：：
 

：ぐ 

' 
' 

. 
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，
並
一
他
工
業
-

’

六六̂
.

:六〇
炻

 

.

.，
五

〇

％
 

.

三
九
^T

• 

t

那
事
變
の
開
始
に
ょ
り
、
こ
の
傾
向
は
一
曆
助
長
さ
れ
た
。
日
«:

滿
ょ
り
诞
'に
.交

那

を

含

め

て

の

來

蓝

經

濟

ブ

ロ
ッ
ク.
、
觅
に
：は
南

r::
'
'v
v

v
龙
_

變

包

含

し

：：て
_

无

東

商

共

顏

設

泣
(0
^

* 

■ 
• 

• 

i 

. 

- 

• 

- 

• 
- 

• 

•.

大
來I1
I
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策
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鸫

濟
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課

題
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、
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；!
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卜:

mi

味

i n

_
f l i l !

f :  ^ i

•.が : :く :，':穴 .

、ぐ 〜 '

ン、ゾv :

'  r

\

.

火
來
is
l

政
飨
の
純
濟
的
課
題
' 

.

.

.
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ニニ一 

c
r
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、
 

ら
れ
た
。
そ
れ
は
究
楚
お
い

V
、

中
®

國
念
日
本
の
、
ひ
いV

は
大
悪
全
地
域

Q
.

經
濟
的
皇
性
取
得
へq

方
向
を
領
す
る

'も
の
で
あ
つ
衣
。 

.パ 

ノ

，‘

‘
‘ 

■ —

 

\

日
本
の
熱
.烈
な
名
意
慾
、
倦
ま•ざ
る
势
ヵ
に
も
拘
ら
ず
、
現̂
に
お
け
石
自
生
性
の
確
保
ば、，
' 跋
だ
困
敗
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た。，

.

經
濟
V

後
進
粗
の
急
速
な
衾‘
服
は
、.
極
め
て
難
S

あ
っ
た
。
殊
に
窗
の
海
外
依
存
他
、
就
中
米
英
へ

Q

依
存
關
係
を
離
•悦
す
る 

に
は

‘、
璐
大
な
る
覺
悟
と_

®

と
を
必
要
と
し
た
。

ン. 

,

:

.

.こ
の
事
が
义
、

W
手
方
に
と
？

は
日: ^

を

置

す

る
#
敛
な
拿
段
と
レ
て
利
用
せ
ら
れ
た
。
經
濟
的
封
鎖
の
斷
行
の
み
に

よ

り

、
 

よ
く
0.
本
を
應
服
し
得
'る
も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
る0 

‘ 

/

 

• 

.

支
f

變

下

日

，本
の
立
場
よ
り
見
て
、
望

國

翼YC
比
し
、
圓

醤

晶

の

，着
實
な
る
增
大
が
實
現
さ
れ
た
。
し
か
し
.尙
昭
和
卜 

.

に
お
い
て
總
輸H

額Q

l
,
i
近
く
は
ァ
メ
リ
ヵ
に
二
割

1,1

分t
i

大
英
帝
國
に
歸
嵐
し
、
繳
輸
人
額
の.^
西
割
比
ァ
メ
リ
ヵ
、

一
刺H

吩
は
大
英
帝
_
の
内
む
る
？

あ
っ
た
。
で
る
關
聯
の
下
に
あ
っ
て
、
乎
英
の
對
日
經
濟
的

•謹

の

^
化
が
、
特

に

某

の 

輸
入
部
面
贮
と
つ
て
、
茜
大
な
る‘影
響
を
及
ぼ
し
た
事
は
、
容
站
に
推
知
し
得
る
。

 

‘ 

>

‘

や
大
S

馨

Q

勃
發
に
よ
り
、
日
本
は
非
;̂

な
決
心
を
以
て
經
濟
营
主
性
S

保
に
向
っ
て
、
前
進
を
開
始
じ
た
。
そ
れ
は 

罡

'

明
治
初
期
以
來
、
陰
i

H

日

本

象

を

拘

束

し

續

け

來

っ

.
た

外

賺

ヵ

s

f

、日
本
I

嘉

I

I

を
、
5

に
し 

て
排
除
し
I

せ
ん
と
す
S

史
的
快
擧
に
外
な
ら
芒
。
大
東g

政
策
も
亦
こ
の
觏
點
.に
據
っ
て
の
み
運
營
さ
れ
な
け
‘
れ
ば
な
ら
な 

い
。

こ
の
過S

.

推
進
に
よ
り
：

日

本

の

蓋

怎

け

る

指

，導

的

還

は

：

現

實

的

褒

付

を

取

得

す

I

と

な

る

、

'

it
に
お
.い
て
、
經
濟
的
自
生
性
確
保
の
要
請
は.、.明
总
に
日
本
に
つ
い
て
の
み
限
觉
さ
る
べ
き
も
の
で
な
'
 
そ
ft
は
n
本
を
中 

^
と
し
乍
;^
^

JJ.

れ
を
傲
«
し
、
:^
深
:3
1
1全
地
域
.
£意
要
望
と
.窆

。
. 

'
'
'
:
'
.

由
本
の
た
め
に
こ
れ
を
達
成
す
る
事
が
、
同
時
的
讓
的
に
、
、大
東
2

地
域
の
た
め
に
こ
れ
を
實
現
す
る
事
に
な
ら
な
く
て
ば
な
. 

.

ら
^

い
の
で
办
る
。
で
の
點
ら
こ
そ
、
.
大
艰
蓝
政
策
の
經
濟
的
課
題
に
つ
い
.

て
、
正
に
_

期
的
意
義
.
が
*̂

出
さ
れ
义
。

.

：

'

ノ
へ
;:
•:.パ
。

.

「

が

：_

國

款

：£
本
^'
,

痺
—

域
ぼ
懿
^

理

;
v;
.、
m
亜
各
邦
&
濟
め
#
檄
的
結
合
0
實
規
に
^ ,
つ
て
'可
能
と
な
ら
ぅ
。
そ
の
た
め.に
は
先
ー
づ
日
本

‘に
ょ(

る
東
0
經
濟
の)

主
體
的
統
マ 

Q

優
飲
企
て
ら
れ
、
，
そ
の
計
螯
的
意
志
の
下
に
、
全
'體
め
有
機
的
發
展
が
計
ら
れ.ね
ば
な
ら
取
い
。_こ
の
.

J

思

味

に

お

レ

て

、
へ
そ
の
企
圖
，は

ぃ_

謂
_

城

經

_

_

」

ぬ

窗
<:
.
.薇
_
勤

掇

墘
_

1 ;
へ
齋_

*
槭
_

_
歐

^
^
^
^
^

■

と
す
る
莖
濟
的
統.一

體」

と

し
て
解
釋
せ
ら
れ
る
が
故
で
ぁ
る
。

し
た
が
つ
、て
，そ

れ

：

^

明
ら
か
に
世
界
經
濟
の
W

畫
的
再
編
成
へ
の
方 

向
を
指
龙
す
る
。

-

• 

‘

> 

' 

•
. 

■ 

.
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■
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•

1
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1
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-
•
.

し
て
把
握
せ
ら
れ
る
.0
. 

.

‘
、

•

'

•

'

、 -1

般
に
.、
廣
域
經
濟
岡
成
立
の
た
め
の
棵
據
と
し
て
梢
翦
國
の
保
有
す
る
政
治
勢
カ
が
擧
げ
ら
れ
、
そ
.の
實
現
の
た
め
、'の
條
'件
と
し

§

ン
の1
鬯
つ
い
て
は
、
武
村
忠
雄
敎
授
稿
1

廣
域
經
濟.の
励
態
學
匕
3

馨

雜

還

三

十

五

卷

十

一

號

所

載

〕

參
照
。

八ふ；一'|
10
-

式
_

紙
^

^

»-
^

形
#

咬
當̂

^

^

、1指
導
卿
の
；、弹
^

^

^

^

«

|

«羅

す
'
石
»^
^

^

瓶

霍
 

，ハ
衆
目
の
へ 

'

'1

致
す
る
'
所
で
あ
る
。
然
し
で
と
の
取
治
的
要
因
と
•
の
結
合
に
ょ
つ
，て

.

"

地
身
的
要
因
-̂

經
濟
的
要
®-
も

有

力

'な
る
推
進
條
件
た
る 

役

割

を

擔

，ふ
に
‘
至
る
.。
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, 

■ 

■ 
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■
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.
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‘

.
火
朿
11
!1
政

敗
40
經

濟

的

麗.
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. 

.
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S

广
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5

V
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,
火
取
盥
政
策
の
鸫
濟
的
課
題
 

二

四

.

(

一；九
六5

か
、
る
觀
骷
よ
り
見
て
、
東
麗
域
經
濟
圈
の
成
立
の
可
能
性
は
ぃ
高
f

の
で
あ
る
か
否
か
。
魂
々
は
そ
の
馨
の
た
め
に
、
日 

本
を
中
，心
と
しV

S

全
地
域S

備
へ
る
政
治
的
•
地
理
的
•
經
濟
的
性
货
對
し
、.檢
討Q

眼
-
^
轉
匕
な
く
て
は
な
ら
な
いo 

.

先
づ
‘做
治
的
他
格
に
っ
い
て.、
第一 .

に
特
筆
，す
べ
き
は' 

盟
生
た
る
日
本
の
萬
邦
無
此
の
國
家
的
性
格
で
あ
る
'
裏
統
ニ
千
六
募 

_

の
'連

綿

た

る

歷

史

を

も

っ

國

體

の

，
存

在

は

*
す
で
芯
そQ

一
 

冒

以

て

し

て

も

-
幾

に

お

け

ふ

指

讀

た

る

地

位

を

證

す

る 

に
圯
る
。
ま
し
C「
八
紘
一
宇」

の
建
國
精
神
の
發
揚
は
、
東
姐
の
安{见
を
综
く
所
以
の
も
の
に
外
な
ら
な.い
。

,

.こ
の
精
彩
あ
る
讓
的
性
格
と

Q

關
聯
£

い
て
、
日
本
.雙

近

代
S

H

お
け
る
唯
一‘6

獨

裔

で

あ

る

。
廣
鐘
濟
圈
成
立
の 

顏

據

た

る

へ

き

，
政

治

勢

力

は

、

=
：

本
の
み
獨
り
こ
れ
を
保̂
:
す
る
所
で
.あ
る
。
殊
に
；J  Q

政
治
勢
力g

背
景
を
穑
成
す
る
國
防
力
の
盤 

備
に
っ
い
て
、
日
者
措
い
て
外
に
は
存
し
な
い
。
か
く
し

V

支
那
は
じ
め
南
方諸

®
:

S

t

歐
米
支
配Q

改
訂
は
、
日
本
の
政
治 

S

嚮

導

な

く

し

べ

は
:^
r
く
'不
可
能
と
見
ら
れ
る
。

M

防
力
は
又
そ
の
經
濟
力
に
よ
っ
て
蔑
付
け
ら
れ
る
靡
、後
述
す
る
如
く
で
あ
る
。

.
ベ
の
_秀
れ
た
政
治
的
性
格
に
配
する
に
、
地
理
的
牲
格
も
亦
、
篇
ま
れ
た
様
阶
を
呈
示
す
る
Q
、廣
域
經
濟
圈
の
、■

は
、
そ
の
重
 

論
卞
根
據
に
お
い
て
九
域
裏
の
观
念
に
負
ふ
所
大
で
あ
る
*
即
ち
そ
れ
は
自
由

主
！！

的
な
世
界
經
濟
觀
の
下
に
お
け
る
が
如
く
、■ 

11
淋

地

巍
.<
0
偶
省
的
:'
4

灌
的
免
^

.^
奮

ぐ

:̂
の
^
は
な
.い

-

觉
し
、
こ
れ
を
そ
の
生
活
圈
と
し
て
確
保
せ
ん
と
の
■企
圖
を
含
む
。
し
た
が
っ
て
そ
の
範
圍
は孤
然
的
に
中
樞
國
の
政
治
勢
力
の
及
ぶ 

地
域
に
*
約
せ
ち
.れ
、
か
く
し
て
相
互
間
の
地
域
的
接
：把
性
が
* j
の
有
力
な
る
條
件
と
な
るo.

.
東
S

地
域
は
、
こ
の
點
に
っ
い
て
優
位
を
占
め
る。' 蓋
し
先
づ
日
本
よb
:
見V

:

,-'

麗
洲
國
、
北
支
は
朝
鮮.を
橋
梁
と
し
'て
日
本
本 

土
忙
藤
が
^
/ '
中
吏
：は
取
土
よ“
明
_
線
的
■
路
：に
尤
七)

®

 

•動
洋
.は
裏
灣 
>

:

腺
_

、
^ ,
麻
島
を
_
苟
公
^
て
"」

，
衣

挪

水

ヴ:
 

に

あ
る
.0

且
つ
全
；體
と
し
て
海
運
に
よ
る
連
絡
網
は
縦
横
の
仲
長
が
可
能
視
せ
ら
れ
、海
洋
廣
域
經
濟
圈
.と
し
て
.の
性
質
は頓
る

高

い

。

*;

允
る
に
.
ご

の

馨

を

に
^

大
■

性

器

に

籮

怯

と

、
ニ
つ
の
勝
i

f

氣
暫
有
す
る
地
嫌
^

霞
く
包
含
.す
各
。：赛

て
.
. 

1

^

帶
か
ら
熱
帶
に
及
.ぶ
そ
.ゎ

自

舊

倐
#-

は
::
»

旅
出
資
.赈
の
多
樣
^

^

褢
臀
し
、
こ̂

を
拣
礎
と
迹
石
產
業
の
'

.

態
を
減
面
■

故
ら 

し

め

今

：
杏■の
間
.に)

お
げ
る
南
業
開
發
方
針
の
巧
み
な
51
:
用
.

^
ょ
；<>
.て
、
；
經
濟
的
©

給
か
の
淨
揚
が
期
待
さ
れ
る
所
以
^

'.
:

 

こ
の
點
と
關
f

て
、
東
蓝
金
地
域
‘
の
摁
示
す
る
優
れ
た
邂
濟
的
性
格
が
指
摘
せ
ら
れ
る
。.
.
.そ
れ
ば
日
本
が
東
座
に
'>
け
ネ
唯
ー
の 

ir
-

代
的g

.

業
國
tf
.
ぁ
る
と
い
ふ
特
質
を
极
幹
と
す
る
。
そ
1

て
こ
.

の
故
に
こ
そ
、
日
本
は
强
力
な
る
國
防
>̂
5:
:

培
養
し
*

歐
米
宪
進
列 

.
强
：の
歷
追
に
.搲
し(

つ
^:
.

,
政
治
篇
立
ゼ
保
有
1>

來
づ
.龙
<7
>

で
ぁ
^
パ

規
校
に
お
せ
て
發
展
を
求
必
ら
れ
つ
つ
ぁ
る
？

(
 

.

:

益
々
高
度
土
業
國
た
る.べ
ぎ
:0
:
本
を
中
心
ど
^ :
、
ハ
こ'れ
^
配
^
る

：

に

農

^

と

き

ゝ

其

處

忙

は

極

め

 

て

有

孰

：な
：

H

惠
的
經
濟
關
係
の
，：設
觉
が.豫
期
せ
も
^ '
石

。
;%
れ 

綜
合
的
生
產
ヵ
ゎ
發
揮
を
可
都
な
ら
し
め
る%厶
’
日
本

の
訐
-
的
措
導
の
卞
私
も
有
機
敗
ー
に
耩
成
さ
れ
尨
く
て
は
な
ら
な
い
。

 

'

 

パ 

へ

,
■■
'-.
.
■:
-；

- 

、
東
龃
全
.地
域
に
1旦
各
組
~» :
的
.な
靡
_
配
先
が
、
っ
如̂
 ̂

き
か
。
現
祚
こ
の
間
題
ぬ
、
政
府
に
お
ぃ
て
も
民
間
に
ぉ 

,ア
て
も
、
^
意
研
究
私
で
ぁ
り
、
盛
ん
な
る
論_
の
對
象
で
ぁ
'る
o
そ
れ
_は
當
然
や
.が
セ
樹
^
せ
.；ら
る
.べ
ぎ
大
東
座
勒
土|1
*
畫
：の
，上
^

\

 

•

 

. 

.
%
. 

....
 

‘

 

.

 _

 

•

 
•

 

•
•

 

-

 

-

 
.

 

.

1.
V
.

 

-
•

立
肿
す
る
も
の
^

な
け
れ
ゴ
な
ら
な
い
。
し
か
も
現
在
ま
.
.で
.
に
■提
出
せ
ら
れ
へ
た
康
業
配
置
に
關

.す
る
幾
多
の
試
寒
の
.中
'
最
も
首
肯
し

.
得
：る
代
表
的
：な
見
解
と
レ
て

.
，
次
の
：引

用
^

揭

げ

：る*-
が

出

變
3

忒

.4

と
し
、
：̂
れ

に

：配

す

备

：
ぁ

、
る

樺

度

'
の.
食

糧

良
給
の
た
め
：の

»
業
の
保
持
有
成
パ
ぎ
知
に
輸
出
®

工
業
と
紙
品
エ
棄
の
憷
秀
な1
分
歟
^:
保
持
し
セ
、
政
盥
經
濟
間
の#
資
交
#
の
源
寒
地
た
ら
じ
め
を
こ
と
。'次
に
澈
洲
國
に
^

は
、■

そ
の
特
殊
の
地
位
を
み
て
農
產
物
を
含
め
て
れ
資
源
菝
業
と
箪
エ
業
の
培
養
を
杖
か
る
^

と
。
さ
ら
に
支
那
に
ぁ
つ
¥

は
、
粗
エ 

.

大
來
龃
軟
策
の
‘
經
濟
的
課
.題

，
 

. 

.

.ニ

五

(
1
,

九
.
七)



.

大
，來
JJ
r
i
政
锻
の
經
濟
的
離
,®

二
十
、
•

(

て
八

)

.
業
を
中
心
と
し
て
、
輕
工
業
の
發
展
を
は
か
る
こ
と
,0

最
凝
.
に
南
方
に
ひ
ら
け
ゆ
く
諸
地
域
に
お
い
て
は
、
從
來
の
范
•

米
'
•蘭
の
帝
田
. 

主
義
の
搾
取
經
濟
よ
^

脱
却
せ
し
め
、.
潜
世
界
秧
序
に
結
び
、.'
0

ぃ

た

馨
.
の
經
濟
を
、
$

經
濟
の一

環
と
し
て
の
新
な
る
地
位
に
轉 

順
骨
し
め
る
‘
こ
と
。(

こ
の
意
味
に
お
.い
て
日
本
の
指
導
の
.
下
に
食
糧
•原
料
供
給
地
^
ら
し
め
る
,?
:
と)

」

で
あ
，るo

へ
独7 

.

.

.

齋

1

:1
^

^
 

:

か
く
し
て
來
蓝
全
地
域
が
、
政
治
的「

地
理
的
並
队
ガ
經
故
的
に
見
て
、
廣
域
經
濟
圈
を
形
’成
す
る
上
に
頗
る
車
越
せ
る
性
格
を
保 

待
す
る
事
が
理
解
さ
れ
た
で
あ
ら
う
。
我
.
々
は
今
や
高
き
誇
り
と
熱
意
を
以
て
、-
そ
00
-

鹫
現
，に
向
つ
て

努

力

を

進

め

る

べ

き

で

あ

る

。 

し
か
ら
ば
そ
の
具
體
的
a

.
設
の
方
途
は
、
い
か
な
る
も
の
た
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
以
下
と
の
點
に
づ
い
て
の
論
究
を
進
め
よ
う
。

,
現
在
の
戰
爭
段
階
よ
り
見
れ
ば
、
武
カ
戰
の
勝
利
、
換
言
す
れ
ば
艰
蓝
に
お
け
る
米
*

英
4

寧

カ

の

擊

破

、
そ
の
政
治
勢
カ
の
.
驅
逐
が

(

者

;'
<
0
.茵

的

：
で
：
あ

#
,
:

ー

類

し

：戰
维
_

鍾

：
が

鳳

に

建

软

の

瀰

&

を

が

な

け

れ

な

い

。
、そ
の
た
め
に
は
現
往
並
減
に
故
來
^

^

じ

て

ノ

汰

來

藤

を

防

衞

す

る

に

足

る

國

防

カ

ぢ

急

速

に

^-
充
實
ず
名 

必
粟
が
あ
石
。
こ
•の
藥
は
粮
に
指
導
國
た
る
日
本
に

つ

い

て

求
め
ら
れ
る
,0

日
本
は
在
實
共
に
大
取
蓝
金
地
域
に
|
旦
：つ
て
の
..國

土

防

衛 

の.
饪
に
就
か
，ね
ば
な
ら
な
，

S
。

藍
じ
そ
れ
に
よ
つ
て
の
み
、
K

s

i
の
安
定
が
保
謎
.さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

'

..
 

さ
ら
に
又
こ
の
國
防
カ
の
搬
-
充
を
俟
つ
て
、
n

本
の
政
治
勢
力
は
高
度
に
'#
輝
せ
ら
れ
る
。
•
そ
れ
が
柬
逝
廣
域
經
濟
圈
の
：構
成
並
：び 

:に
存
續
を
容
易
可
，能
な
ら
し
め
る
所
以
で
あ
る
。

;1
>
た

て

日

本

：の
.國猶力を獷大これを冲处に大潘

5£
:全
地
噸
ぬ
及
：ぶ
髙
度
の
國
防
體 

ー
肩
の
第X 

:の

廉
,#
が
；置

か

れ

る
0
:
:
圈

的

名

邦

：
.の

輟

濟

烛

：日
.本
;0
:指

蒙
&

_

ず
ネ
石
.。".
■•
そ
れ
^

灌

に

-

ぐ
の
過
程
龙
通
じ
そ
圈
內
に
ぉ
け
各
^

-

V 

, 

• 
•

,

»

.

.

■
 

V 

r 

i 

- 

♦

ゲ：
' し
.
.
'
:
、

 

•
：
. 

- 

- 

. 

• 

'

/.y..' 

. 

. 

；
• 

•

-•
►
,

:
度
國
防
の
盤
備&

尚
度
：の
：
經

濟

_

給
*
5
.

實

現

极

ノ

：相

補

足

：的

關

縣

に

^

< >

衡
と
故
ヶ
、>
ひ
^

て
比
廣
域
經
濟
圈
全
脫
の
贫
ヵ

'
が
.減

段

：さ

柞

今

ー

東

踮

廣

§

經

棟

敏

ぬ

、
高
度 

-
 

. 

■

 

■

 

,

て
、
構
成
さ
る
べ
き
で
，あ
る
。 

,
 

.
 

• 

• 

• 

■ 

\

.

か
ん
し
で
：H-
本
は
大
取
翦
备
地
域
蒼
滩
盤
と
七
其
ぺ
高
读
國
防
經
濟
體
制
の
其

'
.i
-
衆

で
：レ

な̂
^
:0:
-本
0
課

|

_

-導
(0
^

魏

ぉ

：
け

：
^

日

米

こ
の
た
め
に
は
、
玆
に
金
般
的
な
偶
域
許
觀
猶
濟-

の
樹
立
が
要
請
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
.に
は
■
先
づ
第1

に
指
導
齓
た
'る
日
本
の
經
濟
に

つ
い
て
、
緻
密
な
高
度
のfi

t

斑
經
濟
哳
設
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
他
の
諸
邦
は
そ
れ
を
規
準
と
し
、
且
つ
金
體
の
一
環
と

し

て

の
立
場
を
遵
守
し
つ-
^

各
個
の
辩
い
濟
の
訃
皲
化
を
赞
現
す
る
。
か
く
し
て
八
个
個
を
通
じ
て
の
，統
合
的
な
計
蕺
の
下
に
，很
蓝
全
地
域

の
佥
坐
產
と
金
消
费
が
統
一
的
な
指
導
の
下
に
服
す
る
に
、至
る
。
，
か
く
て
こ
そ
綜
合
的
虫
產
办
の
獷
大
が
實
現
せ
ら
れ
、
高
度
國
防
經

，濟

髋

制

の

完

成

か

れ

る

。

 

.

.

と
'
の
過
程
を
觅.に
現
實
に
當
嵌
め
て
見
る
な
ら
ば
、
さ
き
に
指
摘
し
た
如
く

>

日
木
經
濟
は
滿
洲
事
變
以
降
に
お
い
て
、
輕
エ
業
ょ 

り

重
工
，業
べ
の
顯
著
な
構
造
的
變
化
を
示
し
來
つ
た
。
加
ふ

’
る
に
支
那
祺
變
下
、
戰
，時
經
濟
體
制
の
强
化
.に
ょ
つ
て

、

國
内
經
濟
の
統
制
，

立
を
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
强
大
-な
る
镙
濟
ヵ
を
培
養
じ
、
そ
れ
を
以
て
他
の
艰
蓝
諸
邦
經
濟
の
開
發
*

育

成

^

―

近
代
化
に 

常
る
‘
べ
き
で
お
る
。
そ
れ
間
に
お
け
み
必
要
食
糧
部
門
の
保
持
•

育
成
、
乃
至
は
優
秀
輕
•

雜K

業
部
門
の
紲
持
等
に
つ
い
て
'%
、
す
べ

住
南
力
增
ガ
.が
期
待
せ
ら
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
嚴
瀋
な̂
掙
の
後
に
、
東
5|
1
諸
绑
に
と
り
必
需
な
る
エ
業
の
殘
镫
が
決
定
さ
れ
る
加 

,
大
來
M
政
策
の
鸫
濟
的
課
翅
 

.

ニ

七

G 
S

 
.

.



尤
漱
菔
跃
策
の
姐
痹
盼
課
酹
 

’ 

へゴ
0
6)

-

.

.

.

.

. 

.

r.
- 

.. 

C 

.. 

.

.

.

.

. 

v ' 

.

.

.

.. 

.
レ
.
 

- 

* 

. 

- 

. 

...
き
'で
あ
る 

d 

, 

, 

; 

.

.
 ’
 

-

.

こ
れ
に
對
し
て
、.他
\(
0

显

諸

邦
.̂

つ
い
て
は
、
計« !

經

濟

の

採

用

下

-
*
夫

々

の

政
治
的
經
濟
的
環
境
に
留
意
し
つ
、
、各
特
性
の
充 

分
な
，る
發
糊
が
求
め
ら
れ
る
。
す
で
に
滿
洲
阈
に
お
い
：て
は
、
日
本
と
の
緊
密

I

聯
携
の
下
に
、
昭
和
十
二
平
以
来
、
第

ブ

次

囊
. 

■開
發
五
箇
哔
計
齋.が
實
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
支
那
事變
並
、び
に
歐
洲
戰
爭
の
勃
發
に
ょ
り
、訐
裏
は
修
正
•
停
頓
を
余
儀
な
く
さ
れ
乍
ら 

も

.幾
多

.の
，
障

碍

を

突

破

し

て

、

昨

.年
度
を
以
て
大
體
豫
期
の
成
銎
收
め
て
完
了
し
た
。
そ
の
間
昭
和
十
四
年
五
月
に

•始
”
る
北
邊

震

\

の
激
增
に
應
ず
る
鐵
*

石
炭
の
對
日
供
給
量
の
增
加
、
及
び
滿
洲
國
.の
北
方
國

防

鐘
的
性
格
の
重
大
化
■

づ
く
、
軍
需
エ
業の 

命
速
な
る
創
設
！̂

あ
る
。
•

.

.

.本
^

•
度

ょ

り

第

二

次

五

衝

年

計

畫

，に
人
る
に
當
り
、

重

點

は

引

續

い

て

、
阈
防
甚
地
た
る
べ
き

.
態
勢
.
の
確
立
.に
置
：か
れ
る
。
'，然
し
て

■
ブ
の
<
.培
養
に
.

^

た
な
カ
點
が
注
.が
れ
：る
.も
.
.の
.
と
見
ら
れ
：る
？
：：

 

■ 

:
.
'
■
■
■
■ 

'
、
：
.：'
 

.

.吏
那
に
つ
い
て
は
、
事
變
下
、
南
，京
新
政
府
の
育
成
に
萬
般
の
產
が
續
け

’ら
れ
來
つ
た
傍
ら
、
北
支•中
支
•蒙
疆
に
は
5

開
免 

の
，努
力
が
拂
は
れ
て
来
た
。

’全'
支
那
大
陸
を
地
盤
と
す
る
協
力
.
體
制
の
實
現
に
は
、.腐
時
日
を
要
す
る
も
の
と
■

ら

れ

今
, 

も
大
束
亜
戰
爭
の
完
遂
忙
伴
ふ
事
變
力
處
理
女
前
提
と
し
て
支
那
經
濟
の
•半
植
民
地
，
性
格
.の
破
氣
が
侧
要
で
ぁ
る
0
そ
か
間
に
.̂ 

占
領
她
域
の
開
發
建
設
工
作
は
、
南
京
新
政
哺
と
め
修
ヵ-^
に
强
衍
さ
れ
ね
ば.な
ら
な
い
o
.
3|
1
麗

濟

_

の」

5

と
し
て
ど
■

見
る 

時
、
一.輕
工
業
の
謹

助

成

が
望
^

れ
る
。
北
玄
棉1

の
生
產
增
大
に
應
じ
て
、
日
本
か
ら
.の
綿
絲
紐
績
業の
移
植
の
^
y

t .
-'
'
'
っ
の 

■
案
f
•た
り
得

る_
ll
.f
c

又

食

糧

領

域
.と
し
.て

の

地

位

，

に
.ネ
注
5
2し
な
く
て
.は
.な
る
ま
.ぃ
,0
.
.
.
.
.

公

调

題1

何

よ
-»
)

も
：戰
塵
顏
め
〃
^

叙
§

諸

邦
.べ
0

鈦

策

：に
：つ
い
セ
提
起 

歐

米

先,

國

の

览

親

な

「

.覽

耕

作

制

」

が

奮

め

卞̂;
‘
.
含

摊

故

痄

.

る
開
發
政m:
:

の)

性

格

に

族

づv>'
*t
:

、
.

她
域̂

よ̂
-

經

濟

的

發

展

程
_

り

，.，务

辦
,

て
，

濟

耩

造

な

り

の

上

に

お

い

て

'.
,

'
夫

々g

特 

色
が
：見
出
：

さ
.

札

る
0
;
;し
扒
し
杂_

域

ヒ
貫.
い
；ぞ

.

购

诞

黄

域

經

每

圈
;̂y'..

お
け
.
る「

一、
邊

と

し..
.で
.
.の
m

.
等
.
:c
o

協
.力
を
求
.め̂
'

に
.
は
*

第
.
.
'
.
一.‘
.
.こ̂
：、
<o
:

.

.植
民
地
的
謙
屬
關
係
办
tr

破
'，を
It

ら
.な 

.t

れ
ぼ
な
ら
な
い
.。
.
そ
し
て
.
第
二
に
.
日
本
の
指
導
の
下
に
、
こ
れ
ら
各
地
域
の
經
濟
の
有
機
的
に
し
•て
且
つ
發
展
的
な
權
成
が
求
め
ら

• 

- 

- 

V

 

: 

■
 

\ 

/ 

-

.

-

■

-

 

.

.

. 

. 

: •

れ
る
。

•.
.

. 

戰
淥
の
進
展
に
伴
ひ

、

占
領
地
に
對
ず
る
日
本
.
の
處
理
方
針
は
、
遂
次
發
表
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
。
そ
れ
は
よ

り

多
く
緊
急
的
對
策
を

內
容
と
す
る
.も
の
で
•あ
る
が
、
同
時
に
我
.々
は
そ
の
恒
久
的
部
面
に
つ
い
て
も
今
よ
り
裔
定
の
_

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

…

開
#

後
未
だ
幾
何
な
ら
ず
し
て
、
各
地
域
に
•
つ
い
て
の
確
定
的
な
恒
久
的
對
策
の
決
定
は
困
難
で
あ
る
。
唯
々
日
本
.が
描
く
東
蓝
廣

■
就
_
濟

圈

の

霄

餐

準

仏

し
-̂

_

千

欧

見

齊

し

を

爲

じ

#.
;

る
に
把
ま
る
邊
¥<
'̂

べ
豫
_

せ
ら
れ
る

典

給

地

と1>
セ

の

藤

生

的

發»:
:
ホ

數

令

薇

ち

日

本

の

位
を
兹
と
し
て
、
苽
瓯
經
濟
の
，有
機
的
發
展
の
た
か
に
協
力
す
べ
き
態
勢
へ
の
前
進
に
外
な
ら
な
い
。
::
•
•

東
Sr
i

,廣
域
經
濟
圈
內
.
に
お
い
て
、
0
本
を
は
じ
め
各
邦
經
濟
が
、砠
當
す
べ
き
役
割
が
、
凡
そ
上
诞
の
如
き
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば 

そ
*

の
：有
互
.間
の
連
絡
は
*

い
：か
な
る
■
方
式
にお

.， s

て
具
現
せ
ら
れ
る
.
で
.あ
，ら
ぅ
.
か
。
ぞ
の
要
諭
は
、
有
無
相
通
關
係
.の
設
定
.に
あ
る
。 

#

8̂
.

た
^

日(

本
れ
.立
場
ー
よ.»
)

:

^

«ば

、
；寶

本1 :
_

財
1 .
;̂

に
技
術
处
座
供
と
僻
に
_

:̂
^

»

5*
源
::
(

0取
得
;̂

い
ふ
關
;w

〒

.>

い
：

‘
V
、

_

の
强
化
が
蕾
れ
る
。
し
れ
を
他
の
諸
邦
よ
り
見
れ
^

各
地
域
夫
々
が
保
有
す
べ
き
經
濟
獲
上
の
特
性
に
從
つ
て
異
同

-

-■-、

■
- 

"
.
-

大
淞
龃
政
策
.の
經
濟
的
課
題 

• 

u

九

(

n

o
 U

、
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‘火.m

政
策
の
經
濟
渺
亂
擻.

'  

.

:,  

,

HOJC
l
i
o
'
s

 

,
は
免
れ
難
い
.が
.
日
本
に
對
し
て
は
概
略
そ.の
逆
の
亂
係
に
免
っ
と.見
ら
れ
る
0
ざ
ら
に
.'日
本
を
含
め
*-
麗

地

域

相
5 :
の
.間
<
、
0 

竅
性
あ
る
相
互
質
易
の
飛
躍
的
な
增
大
が
要
望
さ
れ
る
.所
で
あ
る
。

'•

:

.
 

.
 

;.

 

■!
■

.
,

 

- 

.

 

-

 

'

 

V

い
づ
れ
に
し
て
も
指
^

國
た
る
日
本
の
果
す
‘ベ
き
伤
務
は
極
め
て
重
い
；0

殊
.に
日
本
©*

ら
が
.提
供
す
べ
き
も
.の
は
*

す
ぃ
へ
.
て
の
鄕 

發
•

建

.̂

の
載
礎
要
件
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
亂
滑
な
る
遂
行
の
た
め
に
は
’

格
別
の
努
カ
と
萬
全
の
用
葳
が
求
め
ら
ル
る
。

例
へ
ば
.2.)

資
本
の
對
外
的
1|
|

員
に
關
し
て
、"
舊

來

の

蓄

積

程

度

は

果

し

て

充

分

.で

あ
ら
ぅ
か0

又
{
:ニ)

生
產
財
の
提
供
に
っ
い
：
て 

そ

の

调

澤

な

る

供

給

を

期

し

得

名

で

あ

ら

ぅ

か

。

或
、は

(

三)

技
術
水
^

に
お
い
て
、
売
全
に
指
導
的
で
あ
ら
ぅ
か
0

'
問

題

，は

^

檢

討

ゆ
 

余

，
地

を

棧

す

も

の

と

#,

は
ざ
る
を
得
な
い
o 

.

(

一)

m

っ
い
て
は
* 

.重
要
諸
工
業
の
集
中
促
進
に
ょ
ク
て
、
蓄
積
資
本
の
擴
充
を
針
る
と
共
に
、
特
に
從
來
輕H

；

業
訊
門
に
お
い
て
，
 

集
續
せ
ら
れ
來
っ
た
資
本
の
、
國
家
的
統
制
に
.ょ
る
賢
を
誘
致
す
べ
き
■
で
あ
ち
ぅ
。
且
っ
.
叉
大
陸
占
領
地
に
お
け
る
遊
依
資
本
-
南 

;

洋
華
備
資
本
の
供
出
、
さ
ら
に

I

は
诚
程
度
；の
民
族
資
本
の
育
成
に
も
意
を
用
ふ
る
必
要
が
あ
ら
ぅ
。(

.！

一)

に
關
し
て
は
、國
內
1

業
：の
現
：
 

‘

段
階
を
以
て
し
て
は
、
國
外
へ
の
供
給
は
尙
困
難
を
思
は
せ
.る
。
要
は
今
後
.
の-
助
成
策
の
成
果
如
何
に
係
るo

そ
.
の
緊
氣
な
.：る
擴
張
：が 

望
ま
れ
る
次
第
で
あ
る
。(

1

5

に
っ
い
て
は
、‘
現
往
の
枝
術
水
準
を
以
て
し
て
も
、
東
逝
他
地
域
の
そ
れ
を
迤
か
に
|

も
る
も
の
で
：
 

れ
る
事
は
自
明
で
あ
る
。
唯
々
と
れ
ら
諸
邦
は
從
摩
歐
米
先
進
國
の
技
術
的
指
導
を
受
け
來
っ
.
允
。
問
踺
は
日
本
技
氣
氣
忙
^

 

得
る
や
否
，や
に
あ
る
。
日
本
自
體
に
お
い
て
さ
へ
、
從
來
軌
も
す
れ
ば
枝
術
の
.
海
外
依
'存
性
は
高
か
っ
た
。
獨
自
の
發
屉
過
程
に
入
っ 

,

.

た
の
は
漸
く
近
年
の
窜
に
遞
す
A

,°
し

か

し

我

々
と
し
て
は
、
敢
近
.
に
お
け
る
そ
の
！
；進

的

迤

膠

の

實

續

に

信

賴

し

で

、
.
ー
霡
積
豳

的 

,

な
育
成
を
壯
り
っ
、
、
柬
姐
他
地
域
べ
の
進
出
を
射
つ
て
然
.る
べ
玫
で
あ
る
。

'

 

.

.

.

'
 

に
問
題
毖
力
の
.，賢

に

、關
l.
L

,x

も
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
忙
つ
い
S

、
獨
り
口
本
の
み
な
ら
ず
霊
各
邦Q

全
般
£

つ
て
i

攸
供
W'
の
.
1浒
化
_と
貧
的
莳
上
及
び
そ
の|1
;
戴
讷
配
置
を
棼
腐
す
べ
ぎ
で
ぁ
る
。

•：

.

，

.

か
べ
し
て
日
水
の
指
鴒
の
下
、
廣
域
|1
*

皲

經

濟

れ

採

用

に

ょ

り

、
來
艰
全
，地
域
の

.
葙
機
的
結
合
並
び
に
ぞ
^

發
勝
が
贤
現
さ
れ
る
時
、

を
地
齔
と
しH

盡
成
せ
.ら
れ
る
。.
そ
れ
は
酿
抓
な
作
容
を
含
む
火
苽|
^
へ
榮
_
の
基
礎
的
過
程
の
確.立
を
意
味
‘し

-»
さ
.ら
に
こ
の
究
樹 

の
食
檩
に
同
ク
て
办
公
道
を
柘
く
も̂
で
ぁ
る
。
‘

、.

：

、
'
 

、

X ，

\

.
V
M論
ぜ
^
肋
は
、
一®:
久
的
對
«:
_

_«,
に
蓮
^-
冬
梦
^'
御
^-
卿
め
»

_
的
部
顧
^

處
に
は
當
然
遭
遇
.
す
べ
ぎ
幾
多
の
障
碍
摩
擦
が
豫
期
せ
ら
れ
、,,
又
豫
め
處
す
べ
き
問
題
が
殘
さ
れ
る
。
加
之
、
大
.艰
瓶
政
筑
下
に
猫
也 

せ
ら
れ
る
課
題
は
、
素
ょ
り
^

濟
問
題
に
盡
き
る：

も
の
で
は
な
い
.o .

各
般
に
一
皮

.
ク
て
、
多
く
の
•複

雜な
る
課
題
が
含
ま
れ
る
。
例
へ
ば 

民
皮
問
題
•の
如
き
、
極
泌
て
筑
要
に
し
て
且
つ
急
速
な
る
對
策
の
樹
立
を
要
望
せ
ら
れ
る
も
の
、

一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
點
に
つ 

ぃ
て
は
-

他
日
稿
を
改
め
て
論
述
し
度
ぃ
意
闵
で
ぁ
る
。(

昭
和
十
七
年
三
月
三
.日
稿)

.

火
来
瓯
政
策
の
經
濟
的
睬
題

(

二 
0
5


